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大管長会メッセージ

けい けん

敬塵ということ

第二副管長

マ リオ ン ・G・ロム ニー

手
元の辞書によれば，敬凄とは，「心か

ら敬 い，愛 し，仕えること」 と説明さ

れています。私たちが神に対する敬慶さ1子

ついて話す場合， この愛と献身を伴う敬慶，

っまり敬 う気持ちは，礼拝の本質を示してい

ます。 そしてこの敬慶さは，神への愛が強

くなればなるほど深まっていくものなので

す。

教会の様々な集会における敬慶さは，神

をどれだけ愛しているかということに直接

比例 します。一部の集会の秩序 について，

好ましくない意見があることを確かに聞い

ています。当然のことですが，私たちは皆，
きも

自分が向上 しなければならないことを肝に

銘ずる必要があります。

世界中のあらゆる民の中で，私たち末 日

聖徒は，最 も神を愛する民でなくてはなり

ません。ほかのだれよりも神を愛する義務

があります。なぜなら，私たちは神について

それだけ多くのことを知っているからです。

主に対して深い敬慶の念をいだいている

人は，主を愛し，信じます。 また主 に祈 り，

頼 り，主によって導かれています。主を心

か ら敬い，仕えている人には皆，いつでも

主から霊感が与え られてきましたし，現在

で も与えられています。

私たちは経験から，神が祈 りに答えて下

さる こと を知 って います。神はあなたの

祈 りに答えられ，また私の祈 りにも答えて

下 さいました。私たちが問題 を持 って神の

み前に行けば，神 は理解 と思 いやりの気持

ちをもって聞いて下さるのです。私たちは

神のみ もとから来ました。そして私たちの

願 いと望みは，神のみもとに帰って神 に似
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敬震 ということ

た者となることです。

これらの重大な真理を知ることは，何と

素晴らしいことでしょうか。この真理を知

っていること自体が，神への愛を深めるの

です。そして，神への愛が深 まるにつれて，

敬慶な思いも高まっていくのです。

もし私たちが神を愛するならば，私たち

は神 に仕 え，神 の戒 めを守 るべきです。

救い主が一番大切だと言われた第一の戒 め

は，「心をつくし……て，主なるあなたの神

を愛せよ」です。「……第二もこれ と同様で

ある，『自分を愛するようにあなたの隣 り入

を愛せよ』。」そしてこの ように付け加 えら

れました。「これらの二つのいましめに，律

法全体 と預言者とが，かかっている。」(マ

タイ22：37，39-40)

ここで主が言われた律法 とは， モーセの

律法のことです。 また 「預言者」という言

葉は，ユダヤ入が敬 うべきであると公言し

ていた旧約時代の予言者たちの記録を指し

ています6し たが って主は，私たちが心を

つくして主を愛 し， 自分を愛するように隣

り人を愛するならば， 当然，神への敬慶 と

いうことも含めて，すべての戒めを守 って

いるはずであると，言っておられるのです。

私たちは，すべての子供が主の家 に対 し

て敬凄な気持ちを抱くように願 っています

が，ただ口で静か にしなさいと言うだけで

は効果がありません。教会で静かにするこ

とは確かに敬慶の表われではあ りますが，

静かにしていること自体が敬凄であるとい

う訳ではないのです。 けれども， 自分の集

っている場所が，心 を尽 くして愛す る主の

宮であることがわかれば，敬慶 な気持ちを

抱 くことは難しくあ りません。

モーセはどのようにして敬慶 ということ

を教えられたでしょうか。モーセは妻の父

の羊の番をしていた時， しばが燃えている

のになくならないのを見て，調べてみよう

と道をそれました。モーセが近づくと，主

はしばの 中からモーセを呼んで，「モーセよ，

モーセよ」 と言われ ました。モーセは 「こ

こにいます」 と答えました。

すると主は言われました。「ここに近づい

てはいけない。足からくつを脱ぎなさい。

あなたが立っているその場所は聖なる地だ

か らである。」(出 エジプ ト3：1-5参 照)

そこに主の宮がなかったことは確かです。

あったのはやぶだけです。 しかし，主がお

られたためにそこは聖なる場所であり，敬

康iにしなければならなかったのです。

さて，主の家は主のみたまが宿る所です・

したが って， もし主を愛しているならば，

私たちは主の家で無礼な振る舞いをしませ

ん。 これは子供であっても同 じです。 もし

その子が主について理解し，心か ら主 を愛

しているならば，無作法はしないのです。

子供がこの理解と愛を学び取れるようにす

るのは，両親の責任です。 もちろん教師は

両親を援助 しますが。

救い主はエルサ レムの神殿に対して非常
い け いrな畏 敬
の念を抱いてお られ， そこを 「わた

しの父の家」と呼ばれ ました。 そして，そ

の畏敬の念を，きわめて印象的な方法で表
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敬虐 ということ

わしておられます。救い主がエルサレムに

上 られた時のことでした。

「・…り!牛，羊，はとを売る者や両替する

者などが宮の庭 にすわ り込んでいるのをご

らんになって1な わでむちを造 り，羊 も牛

もみな宮から追 いだし，両替人の金を散ら

し，その台をひっくりかえし， はとを売る

人々には 『これらの ものを持って， ここか

ら出て行け。わたしの父の家を商売の家 と

するな』 と言われた。」(ヨ ハネ2：14-16)

この神権時代 において も，主は改めて主

の家の神聖 なことを指摘 しておられます。

主は教会の初期 の時代 に，主のためにひ と

つの家を建 てるように命 じられましたが，

その時に聖徒たちが主の家に対 して畏敬の

念を持たなければ，主はそこに留 まらない

ことを明らかにされました。
しか
「而して

，わが民主の名によりてわれに
けが

一つの家を建て
， これを汚さざらんため椴

い

れたるものをその中に入るを許さずば，わ

が栄光その家の上 に留まらん。
しカし しこう ヤロ きた しロえ

然り而 して，その中にわれ入 り来る故 に

われその中に在るべ し。されば， この家 に

入り来るすべての心清き者は神を見ん。

ざれど，もしわが家 汚さるる時はわれそ

の中に入り来らじ，さればわが栄光その家

にあらざらん。そは汚れたる神殿には，わ

れ入るを欲せざればなり。」(教 義 と聖約97：

15-17)

ところで，家庭について申しあげたいの

ですが，家庭の 中に敬慶さがないのは，必

ずしも子供たちのせいではありません。普

通，そこには，親の行動 に問題がある，親が

子供 に十分教 えて いな い，親 が主の戒 め

を破 っている， などの原因が見られます。

主を心から愛 し，お互いに対する振 る舞い

につ いて戒めを守っている親は，家庭にあ

っても敬慶 な気持ちを抱いているものです。

教会員である私たちの第一の義務 は， 自

分 自身の中で神への愛を育てていくことで

す。 そうすれば神に対する私たちの気持ち

の中に，敬慶な思いが強まっていきます。

子供 たちに家庭 や主の家に対 して敬慶な気

持ちを抱かせるには， まず私たちが戒めを

守ることが必要 です。

父なる神 と自分 との関係 を理解 していれ

ば， とて も自分をないが しろにすることは

できません。それは 自分が神の子であるこ

とがわかるか らです。パウロは当時の聖徒

たちに， 自分を大切 にするように教えてい

ます。

「あなたがたは神の宮であって，神の御

霊が 自分のうちに宿っていることを知 らな

いのか。

もし人が，神の宮を破壊 するなら，神は

その人を滅ぽすであろう。」(1コ リン ト3：

16-17)

心 身 と行ないを清めて 自分 自身に対する

敬凄の念を養 う上で，次の使徒ヨハネの言

葉を完全に理解すること以上 に，私たちを

行動へと駆 り立てるものはないのではない

かと、思います。

ヨハネはこう言っています。「わたしたち

が神の子 と呼ばれるためには， どんなに大

4



敬度 とい うこと

きな愛を父から賜わったことか，よく考え

てみなさい。 わた したちは，すでに神の子

なのである。世がわたしたちを知 らないの

は，父を知 らなかったからである。

愛する者たちよ。わたしたちは今や神の

子である。 しかし，わたしたちが どうなる

のか，まだ明 らかではない。彼が現れ る時，

わたしたちは， 自分たちが彼に似る者 とな

ることを知 っている。そのまことの御姿を

見るか らである。」(1ヨ ハネ3：1r2)

その すぐ後でヨハネは， この気高い教え

に心 を動かされた人の行ないについて次の

ように述べています。

「彼 についてこの望みをいだいている者

は皆，彼がきよくあられるように， 自らを

きよくする。」(1ヨ ハネ3：3)

この 中でヨハネは， まことの神 を知 らな

い人々にはできないひとつの 目標を示 して

います。神 にまみえた時に私たちが神 に似

た者になれるという約束は， この望みを抱

いている人々の心 を動かし， 自らを罪か ら

清めるための行動へと駆 り立てます。そ し

てこの望みは，約束を信 じ， 自分 にだけで

なく神 と家庭 に対 しても敬虜の念を抱 いて

いるすべての 人の心に働きかけるのです。

神権 を尊ぶ ことについて少 し触れたいと

思います。 旧約聖書の中に，私の話 したい

ことを示すひ とつの事件が記録されていま

す。 それは，サウルがダビデを捜 してほら

穴の入口に入って行った時に，ダビデがサ

ウルに対 してとった態度に関するものです。

サ ウルは，ダビデが 自分 よりも民に好かれ

ていると，思い，ダ ビデを殺そうとしていま

した。 しか し，その時ダビデとその従者た

ちはほ ら穴の奥 にいたので， サウルには見

つか りませんでした。サウルは疲れたので，

横にな って休 んでいました。 ダビデの従者

たちはそれを見つけて， ダビデにこのよう

に告げ ました。

「『主があなたに告げて
，「わたしはあな

たの敵をあなたの手に渡す。 あなたは 自分

の良いと思うことを彼にすることができる」

と言われた 日がきたのです』。そこでダ ビデ

は立って，ひそかに，サウルの上着のすそ

を切 った。

しか し後になって， ダビデはサウルの上

着のすそを切 ったことに，心の責めを感 じ

た。」(サ ムエル上24：4-5)

ダ ビデはサウルの首 をはねることができ

たのではないか，サウルの目的はダビデを

殺すことだったの だか ら， と，思う人がいる

か もしれません。 しかし， ダビデはサウル

を殺しませんでした。 ただ上着のすそを切

っただけでした。それで もダビデは自分の

したことを後悔しています。なぜでしょう

か。 その理由は，次の記録の中に説明され

ています。

「ダビデは従者たちに言った
，『主が油を

注がれたわが君に，わたしが この事をする

のを主は禁じられる。 彼は主が油を注がれ

た者であるか ら，彼に敵 して，わたしの手

をのべるのは良くない』。

ダビデはこれ らの言葉を もって従者 たち

を差 し止め，1サウルを撃つことを許さなか
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敬虞 ということ

った。サウルは立 って，ほら穴を去 り，道

を進んだ。

ダビデもまた， そのあとか ら立ち，ほら

穴を出て，サウルのうしろから呼 ばわって，

『わが君
，王よ』と言った。サウルがうし

ろを、ζ・り向いた時， ダビデは地にひれ伏 し

て拝した。

そしてダビデはサウルに言った，『どうし

て，あなたは 「ダビデがあなたを害しよう

としている」 という人々の言葉を聞かれる

のですか。

あなたは，この 日， 自分の 目で，主があ

なたをきょう，ほ ら穴の中でわた しの手に

渡されたのをごらんにな りました。 人々は

わたしにあなたを殺す ことを勧 めたのです

が，わた しは殺 しませんでした。『わが君は

主が油を注がれた方であるか ら， これ に敵

して手をのべ ることはしない』とわたしは

言いました。」(サ ムエル上24：6-10)

ダ ビデがこうした苦しい状況の中で取 っ

た行動は，神権を尊ぶこと，つま りは主の

代わ りを務 める神権者を敬うことについて，

大 きな教訓を残 していてくれるように私 に

は思えます。

もし私 たちが主を愛するならば，私たち

は主に対 してはもちろんのこと，主の家に

対 して も敬虞な気持ちを抱 くはずです。 ま

た家庭に対 しても， 自分 自身に対 して も，

神権 に対 して も敬震の念を抱くはずです。

私たち 自身が心の中に神の愛 と， その愛

を子供たちの心に伝 えたいという望みを持

つことができますように。そのようにして

こそ子供たちは見せかけでない，真の畏敬

の念を育んでいけるのです。

灘鰯羅難麟
鑛難 鍵 鰯灘灘

1灘灘鰯 　
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ノマ
プテスマを受けてから数 カ月の間に，

私はモルモンの言葉をしばしば心に

思い浮かべながら，みたまの導きに頼 って

生活するようになりました。「聖霊の力によ

って一切の事の真実であるか どうかがあな

たたち に解 る。……私は あなた たちが神

の御力を拒まないことをすすめる。神は……

世の人の信仰の強い弱いに応じて御力をも

って働きた もう。」(モ ロナイ10：5-7)

聖霊 の助けがなければ私たちはまったく無

力な存在であると，身にしみて感じたのは，

それか ら間もなくのことでした。

1978年 の1月 ，私は工場で熱心 に働 いて

いました。 そこへ工場長がや って来て，私

と他のふた りの従業員に，べ一ル室の仕事

を片付けるように言いました。べ一ル室 と

は，厚紙類を粉砕 した り，壊れた製品や古

くなった製品をつ、ζミしたりする所です。私
こんぽう

はひ とりの手 を借 りて梱包の作業を進め，

他のひとりは2，500本 の スプレーの缶を押

しつぶす作業に取 りかかりました。あたり

には， スプ レーの香りが充満 しています。
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午前8時20分 ，梱 包した鉄くずを運び出す

ためにフ ォーク リフ トが到着しました。

私がフォーク リフ トか ら60セ ンチも離れ

ていない所に立っていた時，作業 員が リフ

トを前へ出すスイッチを押しました。 突然，

火炎放射器に点火したかのように，炎が噴

き上が りました。 フォーク リフ トの下から

噴き出した最初の炎が私 を襲 い，たちまち

部屋中が炎に包 まれました。私は吹き飛ば

されて，縦0.7メ ー トル，横2.5メ ー トル，深さ

3メ ー トルほどの穴の 中に落ち込みました。

衣服はすでに燃えてお り，穴の・中にも炎

がまわっています。2，500本 の スプ レー缶

がすさまじい勢いで爆発しました。

自分は死ぬん だと直感しました。 その時

突然，体の内面から力がわき上がって くる

のを感 じました。私は梱包機械 にしがみつ

くと，炎に包まれた穴からはい出そうとし

ました。機械は焼けて熱く，よじ登ろうと

するたびにつかんだ手 に激しい痛みが走 り

ました。一それでも私は，内なる力に励 まさ

れて登 り続けました。衣服はほとんど焼け

落ちています。

部屋 は惨 たんたる有様で，他の従業員は

見当たりません。私はモロナイ10：5-7

を繰 り返 していました。1この聖 句に頼 りき

っていたのです。 ようやく，爆発で壁に穴

が空いているところを見つけ，そこから外

に逃 れ ま した。後 で人か ら聞 いた話です

が，私が壁の穴から脱出した時，壁全体が

くずれ落ちたそうです。 しかし，私 にはブ

ロックひとつ当たらなかったということで

す。積み下ろし台の上 にいた人が ドアを開け

てくれたので，私は工場の安全な場所に逃.

げ込むことができました。一緒 にいた3人

の従業員は見当た りません。 しか し，彼ら

は裏 口から外へ避難したことが，後でわか
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りました。従業員の中に海軍で応急手当て

の訓練 を受 けた人がいて，私に付き添って

くれました。

私は到着した救急車でただちに専門病院

に運ばれ ました。数人の看護婦が焼け残っ

た衣服を切 り取 り，湿った包帯をして くれ

ました。医師の診断 によると，私は全身の
やけど

43パ ー セン トに2度 か ら3度 の火傷を負っ

ていました。

最初の手当てが終わると，私はこう言い

ました。「私はモルモンです。祝福を受けた

いのセすが。」その 日の午後に，ふたりの宣

教師が来て儀式を施 してくれました。夕方

には，監督 とホームテ ィーチャー，それに

友人たちが見舞いに来て，私が生きのびる

ように，両手の機能が完全に回復するよう
いや

に，傷が急速に癒されるように，祝福して

くれました。 すると，炎に包まれた穴の中

で感じたあの内なる力が再びよみがえ り，

私の体 にとどまったのです。

それから2度 ほど危篤に陥 りましたが，

私の心はいつ も平安でした。これは祝福の

結果だと信 じています。入院してから2週

間たつと，快方に向かい始 めました。まさ

に奇跡的な回復でした。右腕 と腰に皮膚を

・移植する予定 日の2日 前に
，包帯をはずし

た専門医が，腕の火傷 がほとん ど治ってい

ると言いました。 そこは皮膚が再生すると

は考えられない箇所で した。「奇跡の腕 をよ

く見せてくれたまえ。」医師は火傷があまり

にも早く治ったことに驚嘆 していました。

私は5週 間で退院しました。 それは予定の

およそ半分の期間でした。

私が受けた内なる力は聖霊の力であって，

この力を通 して私は癒され ました。 この力

がなかったなら，私 は炎の 中で焼け死んで

いたことでしょう。
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私たちが毎年ひと りの人を助 けて真理 に導 くな

らば，20年 後 にどうなるか考えてみ ましょう。

19
70年 の ことです，伝道部長として召

された私は，妻のバーバラ1と子供 た

ちを連れて メキ シコ ・シティーヘ赴任しま

した。 それから数 日後に最初の宣教師大会

が開かれ，その大会 にジ ョセフ ・フィール

デ ィング ・スミス大管長 とN・ エル ドン ・

タナー副管長，それ にスペ ンサー ・W・ キ

ンボール十二使徒定員会会長代理がそれぞ

れ姉妹を伴 って出席 されました。大会の後

で，私はキンボール長老御夫妻 を町 の中心

部.にあるホテルまでお送 りしました。途中

でガソリンスタン ドに寄ってガソリンを入

れていると，インディアンの女性が車に近

づいて来ました。彼女は裸足で，青 い肩か

けにくるんだ赤ん坊 を抱いていました。 ガ

ムを売っているのです。私がいくつゆ買い

求めると，礼を言って，後ろの車の方へ歩

いて行きました。キンボール長老が優 しく

静かな口調で私 に貴重な教訓を与 えて下さ

ったのは，その時です。「伝道部長，あの姉

妹に私たちがだれであるか知らせたほうが

よくはあ りませんか。」

そうです，私 はこの励ましの言葉 を聞い

て，私たちがイエス ・キ リス トの代表者で

あることを，その女性 に知 らせたほうがよ

いと思いました。そこで窓ガラスを下げて

彼女 を呼び戻 しました。私はガムをさらに

いくつか買ってか ら，キンボrル 長老御夫

妻を紹介 しました。 そして，キンボール長

老が末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の十二

使徒定員会 の会員であることを説明 しまし

た。 これまでに 「モルモ ン」教会 について

聞いたことがあるか尋 ねてみると，あると

いう返事で した。彼女 はメキシコ ・シティ

ーの郊外に住んでいて
，「白いシャツを着た

青年」すなわち宣教師を見たことがありま

した。私は，次の機会に宣教師たちから話

を聞 くように勧めました。 彼女は，聞きま

すと答えました。

彼女がその後，福音について学ぶ機会を

得 たかどうかはわか りません。 しか し私は

この経験か ら，私たち末 日聖徒は周囲の人

人に自分が何者であるのか，とりわけ自分

がどなたを代表 しているのかを明確にすべ

きであると悟 ったのです。

主は次のように述べてお られます。
なんじ

「誠にまことにわれ汝らに告 ぐ
，畑は早
も っ

白くして刈 り入れを待てり。 これを以て，
おもい

畑に汝の鎌を入れ，勢力を尽し，思を尽 し，
な

体力を尽して刈 り入れを為せ。
みた

汝ら□を開け，さらば満さるることを得
しか

ん。而 して，汝 らエルサレムより荒野 を旅 し

たる古えの二一ファイの如 くなるべ し。

誠 に汝ら口を開きてあらん限り説け。さ

らば汝 らの背には刈 り束を増 し加えられん。
あ

見よ，われ汝らと共 に在ればなり。

誠 に汝ら口を開け，さらば満 さるること
いわ

を得ん。日く 『悔い改めよ，悔 い改めよ。

主の道を備 え， その道筋を直くせよ。天国

は近づきたればなり。』」(教義 と聖約33：7-

10)

3つ の節で 「口を開け」 という言葉を主

が節 ごとに繰 り返 しておられるのは，興味

深いことです。 「〔福音〕を宣ぶるに……会
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い見るを許されたるあらゆ る人々の中に於

てすべ し。」(教義 と聖約19：29)こ の戒 めに

従 うのは，いつ も容易なわけではありませ

ん。 多くの人は恥 ずかしが りやですし，知

らない人に話 しかけるのは実 に勇気がいる

ことだからです。 しか しながら，福音のメ

ッセージがすべての人に伝えられるべきも

のであるなら，私たちにできる最 も重要 な

ことはこれです。私たちが 「口を開き」さ

えすれば，奇跡が起 こり得 るのです。

私たちが毎年ひ とりの人を助けて真理 に

導 き， その人 も同 じことを行 なうように励

まして行くなら，20年 後にどうなるか考え

てみましょう。教会の成長率 は驚 くほど高

くなります。

教会員が毎年2倍 に増加 した場合の成長

率 について知 ったのは，最近のことです。

帰還宣教師の同僚で，今はブリガム ・ヤ ン

グ大学で数学の教授を務めている友人がい ・

るのですが，彼のもとを訪ねた時 に，現在

の成長率で教会が発展 した場合，.20年 後 に

教会員数はどうなるかという興味深い計算

の結果を教えて もらいました。それによる

と，ある国を例にとり今後20年 間，教会が

現在の成長率 を維持 していくと仮定すれば，

紀元2000年 まで にその国の会員数は300万

人 を超えると言 うのです。

後になってか ら，私は別の計算をしてみ

ました。 もし100人 の教会員がいて，それ

ぞれが毎年ひとりの人を福音に導き，その

人も同じように毎年ひ とりの人と福音を分

かち合 って行くな らば，20年 後の改宗者数

は実にi億 人以上になります。成長率が高

まればこのような結果が生 まれるのです。

わずかひとりの教会員が毎年ひとりの人を

教会に導き，導かれた人 も同 じように別の

16

人 を導いていったとしても，20年 後 に新 た

に教会に加わる人の数は104万8千576人

に なります。

こうして考 えてみる と，キンボール大管

長 がなぜ次のように言われたのか， その理

由が容易に理解できます。すなわち，私 た

ち教会員は年 にわずか数十万人の改宗者を

出すことについて考 えるのではな く，福音

を学んで生活の中でその祝福にあずかるこ

とのできる教百万の人々の改宗 について考

えるべきなのです。私たちは周囲の人々に

自分が何者であるか知 らせるだけで， この

業を大いに促進することができます。 しか

も 「口を開き」さえすればよい場合が， し

ばしばあるのです。

1969年 の夏，私は妻のバーバラと一緒に

イタリアのローマで 「音 と光」のショーを

見 に行 きました。 ところが着 いた時間が早

すぎて，開演 まで2時 間 も待つとのことで

す。 しかたなく椅子の前に立 っていました。

私たちの後ろには4人 の女性がいて， ぞの

うちの、ζ・た りはカ トリックの尼僧 でした。

私 と妻 は，この素晴 らしい女性 と楽 しく会

話 を交 わしました。(事 実，私がお会いした

カ トリックの尼僧 は立派な方ばか りです。

彼らが皆， どこかの扶助協会に属 していて

くれたらと思 います)

それから，学生風の別のふたりの女性 と

話をしました。ふたりはアメリカ人で，夏

休 みにヨーロッパ旅行を楽 しんでいるとこ

ろでした。私 はアメ リカに帰ってから何を

するつ もりか尋ねました。キャシーという

名前の少女は，大学院 に行 きたい，.それ も

ユタ大学に入学することを考えていると答

えました。そこで私 はこう言いました。「も

しそうすることになったら，必ず私の家へ



の凄虜脅冷/
電話 して下さい。我が家の夕食に招待 しま

すから。私の家族に紹介 して，大学やソル

トレーク ・シテ ィーの周辺 を案 内してあげ

ましよう。」

実を言えば，私はこの時の約束をすっか

り忘れ ていたのです。 ところが8月 に電話

がかか ってきました。受話器の向こうか ら

聞 こえるのはキ ャシーの声です。私は彼女

を家に招いて家族 に紹介 し，夕食を御馳走

しました。 そして，約束 したことをすぺて

行ないました。 彼女はユタ大学の大学院で

研究に従事 することをすでに決めていたの

でした。

翌年 の春，私たちはメキ シコヘの伝道に

召され，キ ャシーとの連絡は途絶えました。

しか し毎年ク リスマスになるとカー ドが送

られてきました。 それからおよそ、3年後，

彼女から届いたカー ドの裏 にこう記 されて

いました。「私は今，ブ リガム・ヤング大学

でダンスを教えています。昨年の夏，バプ

テスマを受けて教会 に入 りました。すべて

が変わ りました。」その後，キ ャシーは神殿

で結婚 し，子供 をもうけて福音 を教 え，今

でも活発に教会 に集 っています。

メキシコ ・シティー伝道部を管理 するた

めに メキ シコに赴任した時，宣教師 として

そこで伝道 してか らほぽ20年 の歳月が流れ

ていました。かつて心か ら愛 した人々の も

とへ帰れるということで，私の胸は高鳴 り

ました。特 に訪れたいと思 ったところは，

私が伝道 した美 しい市，モレロス州のクエ

ルナバカです。何年 も昔 に小さな支部を組

織 していた素晴らしい人々はザ今 も元気で

教会に集 っているで しょうか。私の家族 に

会って欲 しい，そ.して私の家族にも彼らを

紹介 したい， そう思いました。

メキ シコに着いて間 もなく，クエルナバ

カで地区大会が開かれると知 って，私 は大

変喜 びました。 その 日，私たちは.早目に出

かけて，昔の人々と非公式 に話 し合う機会

を持つ ことにしました。何年 も昔に知 り合

った立派な人々とメキシコ流の心の込 もっ

たあいさつ を交わ しました。それは胸の躍

るような経験です。ひとり，またひとりと，

抱き合 っては軽く背中をたたき合うのです。

その中に，70歳 ぐらいに見える白髪の婦

人がいました。彼女はあいさつを交わすと

「私を覚えていらっしゃいますか」と言い

ました。

私は困惑 しました。思い出せなかったの

です。 そこで謝 って言 い ました。「申 しわ

けありませんが，思 い出すことができませ

ん。」

「いいえ，覚えていらっしゃるはずです。

あなたは私を改宗 して下さったのですから。」

私はます ます困惑 してしまいました。私

が伝道中に改宗 した人はそれほど多くなか

ったので，その一人一人をはっきりと覚え

ているつもりで した。

「あの 日のことを覚えていらっしゃいま

せんか。メキシコ ・シテ ィーからクエルナ

バカに向かう トリズモ(小 型バス)の 中で

お会いした日のことを。」

思 い出 しました。 メキ シコ ・シテ ィーの

伝道本部からクエルナバカにいる長老たち

にメッセージを届けに行 く途中，バスの中

でその婦人と隣 り合わせたのです。私はメ

キシコで何 をしているのか尋ねられて，教

会について少 し話を し、信仰箇条を書いた

カー ドを差 し上 げました。 そして，彼女の

名前 と住所を教えて もらい， それをクエル

ナバカの宣教師に伝えることを承諾 しても
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らいました。3カ 月後 に彼女は成人した子

供たちと一緒 にバプテスマを受 け，やがて

支部の扶助協会会長になりました。その間

ずっと， クエルナバカの活発な教会員とし

て集っていたのです。

地区大会のある集会で，証 を述べるよう

に頼まれた彼女は，次のように言いました。

「福音を初めて聞いた 日に，バプテスマを

受けるように言われていたら，私 は受けて

いたと思います。福音が真実であることを，

その 日に知ったからです。」

個人の力ではいかなる入も改宗 できない

というのは本当です。改宗はみたまによるも

のです。私たちが話 しかけた人々に，いつ

みたまが証されるのかはわか りませんが，

福音の真実性をみたまが証されるような状

況を整 えるのは，私 たちの責任です。

メキシコ ・シティー伝道部から帰還 して

間 もなく，私は招待を受 け，ボイ ド・K・

パッカー長老 と一緒にメキシコヘ行って，

教会教育部に関する調査を行ないました。

到着したのは木曜 日で，金曜 日か ら土曜 日

までほとんど休む間 もなく集会が続きまし

た。 そして 日曜 日にはパ ッカー長老の管理

でステーキ部大会があ り， 日曜 日の夜 には，

すっか り疲れ切っていました。パッカー長

老はアメリカに帰 り，私は月曜 日に開かれ 、

るセ ミ.ナリrイ ンスティテユー トのスー

パーバ イザーとの集会を管理するために残

りました。

月曜 日の朝，ホテルの会計 を済ませると，

タクシーで伝道本部へ向かいました。私は

後ろのシー トに身を沈めて書類 に目を通 し

ていました。その時，たまたま運転手に目

が止まり，最初はこう思 いました。 「私 は忙

しいし，疲れている。それ に，彼は福音に
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興 味を示 しそうにない。」都合のよい理由づ

けをして も私の心は晴れませんでした。キ

ンボール大管長 との経験について考え， メ

キシコ ・シティーからクエルナバカヘ向か

うバスで会った婦人のことを思い出 し，つ

いに私は身を乗 り出して尋ねました。「メキ

シコ ・シティーにずっとお住 まいですか。」

運転手は答えて言 いました。「いいえ，私は

オアパカの出身です。」

丁「メキシコ ・シティーは
， オアハカより

も住みやすいですか。」

「そんなことはありません
，私 はオアパ

カの生活の方が好きです。でも，私 には子

供 が8人 いるんです。長男はここの工業大

学で，技術者 になる勉強をしています。今

年卒業する予定です。次男も同じように技

術者 になる勉強を していて，来年卒業 しま

す。 それに長女は，会計士 になる勉強をし

ているんです。」

彼は子供たちをとて も誇 りに思っている

ようで した。 それから私の方を向いて尋ね

ました。 「メキシコ・シテ ィーで何をしてい

らっしゃるんですか。」

「私は末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会か

ら特別な任務を受けてここに来ました。こ

の教会 についてお聞きになったことがあ り

ますか。」

運転手は額 にしわを寄せて言いました。

「カ トリック教会のひとつですか?」

「いいえ
，まったく違 います。イエ スはこ

の地上 におられた時に，御 自分が望まれる

教会を組織されました。 しかし，何年かた

つと人々は教 えから離れ，背教が起こって

しまいました。やがて私たちの時代になり，

みこころにかなう時が来る と，主は再 び生
あらわ

ける予言者に御 自身を顕され，地上 に主の



爺 薇薪/
教会を回復されたのです。これが私たちの

信じていることです。」

この簡単な説明はわずか40秒 ほどで終わ

りました。私 は再 びシー トにもたれる と，

少なくとも 「口を開いた」ことに満足感を

覚 えました。

気が付 くと彼はスピー ドを落 とし，肩越

しに私 を見て言いました。「よろしければ私

の家に来て，今お話 しになったことを家族

に教えていただけませんか。」

「喜んでそうしたいのですが
，私はきょう

の午後2時 の飛行機でたたなければな りま

せん。で も， これから行 くところで3分 間

ほ どお時間をいただければ，私の友人を紹

介 しましょう。 そして，だれかがあなたの

家を訪れ亡，家族の方 にもうと詳 しくお教

えできるように手配しましょう。」

「わか りました。 このタクシーは今から

私が借 りますから，私はどこへで も行きた

いところへ行けます。さあ，参 りましょう。」

私 は車の中で，教会の伝道プログラムと

その管理運営について説明 しました。やが

て車が止まると，私たちは伝道本部 に入り

ました。私はエラ ン ・コール伝道部長に，

ヘルマ ン ・ベラスケス氏を紹介 しました。

伝道部長 は彼を温かく迎 えてくれました。

訪問の約束を作ろうとしていた時，コー

ル伝道部長は窓の外を見て驚 きの声を挙 げ

ました。rお や，歩道を歩いて来るふたりの

長老は，あなたのお住まいの近 くで伝道 し

ている宣教師ですよ。」私 の見ている前で，

ヘルマン ・ベラスケス氏は宣教師と会い，

翌週の 日曜 日に訪問を受けて家族 と一緒 に

福音を聞 く約束をしました。

数週間後に，私はコール伝道部長から次

の ような手紙を受け取 りました。「先 日，あ

なたが伝道本部にお連 れしたタクシーの運

転手について，その後の状況 をお知 りにな

りたいことと思います。宣教師は彼の家族

と，彼の兄弟の家族， それに彼の義理の兄

弟の家族を教えていますが，先週の 日曜日

にはその中か ら11名 の人が教会の集会に出

席 しました。素晴 らしいことに，最 も教会

に関心 を持 っているのは，技術者になる勉

強 をしているふたりの、壱、子 さんです。」

6カ 月後に私 はメキシコ ・シティ`に 戻

り，ヤングアダル ト大会に出席しました。

そこで聞くところによれば，タクシーの運

転手はまだ教会に加わ っていませんが，技

術者になる勉強をしている長男はすでにバ

プテスマを受 けて祭司 に聖任され，同じく

次男もバプテスマを受けて教師に聖任され

た との ことで した。 いつの日か，さらに多

くの人が教会に加 わったという知 らせを聞

きたい ものです。

予言者 の勧告 に正 しく従 うならば，すべ

ての教会員はあらゆる場 にあって宣教師に

なることができます。宣教師に紹介する人

人を見つけるためにあらゆる努力をするの

です。そして，教 えを受 け祝福にあずかっ

た人々が，別 の人々に福音をもたらすこと

ができるように励 ますのです。そうすれば，

毎 年教会 に改宗する人々の数が，わずか数

十万人ではなくて，数百万人と.なり，さら

には数十億人になる日が来ることでしょう。

福音は，私たちが人々と分かち合うこと

のできる最 も価値 あるメッセージです。「あ

の姉妹(ま たは兄弟)に ，私たちがだれであ

るか知 らせたほうがよくはありませんか。」

聖徒 の道/1982年6月 号 19



手
紙を書 くのに今 までこれほ ど苦労 し

たことはありませんでした。相手が

どのような気持ちでこの手紙 を受 け取って

くれるかもわからずに，私は懸命になって

.ζ・さわしい言葉を捜 していたのです。

別れた夫の母 との交信が絶たれてから，

かれこれ5年 になります。私は現在再婚 を
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しています。 しか しこの5年 の間，会 うこ

とも，便 りを受 け取ることもなかった義母

に，連れてきた4人 の子供たちの愛を何と

か して伝えたいと考えてきました。

夫は私が別れた夫の母に手紙を書くこと

にあまり賛成ではあ りませんでした。 それ

で も，「自分でしなければならないと感じた

のなら， した方がいい」と言ってくれました。

私の母 はこう言いました。「古傷にさわるよ

うなことはしないようにね。」

しかし私の心の中には何か私をせきたて

るものがあ りました。一種独特のみたまが

こうささや くのです。「あなたは孫たちが生

きていて，皆健康で幸せに暮らしているこ

とだけで も伝えるべきだ。」

そんなわけで.私 は義母に手紙を書いた

麟隷霧
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灘

鰯



のでした。私はできるだけ過去の ことには

触れずに，いつか子供たちを連れて家 に行

きたい とか，これからも家族同士で親 しく

していきましょうとかいったことを書 きま

した。そして手紙 と一緒に子供たちが学校

で撮 った写真を同封しました。

手紙が届いた時，義母のジューンは入院

していました。手術をした跡が化膿し，そ

のために回復が遅れて，大分気落ち してい

たようでした。 そんなつらい毎 日ですから，

彼女が生きる気力をなくした と言 っても，

だれも不思議に思うことはなかったでしょ

う。義母はそのような孤独で味気のない日

日を送 っていたのです。

義母の夫の ビルはカー ドや手紙が届 くた

びにそれを彼女の ところに持っていってい

ました。 それでも彼女の気持ちは少しも晴

晴 としませんでした。感謝祭の始 まる数 日

前に，ひとりの司祭が来て，最後の儀式を

行ないました。 回復する見込みがなかった

か らです。

ある 日， ビルがいつ ものように手紙 を持

ってくると，祖母はそのうちの一通の手紙

に目が奪われました。 ビルが封を切ると，

その中から子供たちの写真がベッ ドの上に

こぼれ落ちてきました。 ビルはすぐに拾い

あげ，その写真に何度 も口づけをしました。

義母は体が弱 っていて見るだけしかできま

せんで したが， それでもまるで宝物をなが

めるように写真をしげしげと見つめ， 目に

涙を浮かべていました。

その 日の午後，義母はこう言って看護婦
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を驚かせました。「お腹がすいてるんだけど，

何か食べる物を持ってきて下さいませんか。」

こうして新たな生きる力を得た義母は，何

十 日ぶりかでベッ ドの上で体を起こしたの

です。程なく，義母は手紙の返事 も自分で

書けるようにな りました。 その義母の手紙

には，子供たちのことを読んでとても喜ん

だ ことや昔の ことは忘れて，ただ孫と会う

日を何 よりも楽しみにしているということ

が書かれていました。

その年の夏，私たちはペンシルベニヤに

住むジューンとビルのもとを訪れ，愛 と感

謝の気持ちを伝えました。私の書いた手紙

によって義母の命が救われたのか どうかは

わか りませんが，主のみたまが手紙を書く

よ うにささやいたことは事実です。 しかも，

自分でもやめようと思 った時 に，みたまが

導 きを与えて下さったことに深く感謝 して

い ます。

集
会統合化スケジュールが行 なわれる

ようになってから， 日曜 日の時間に

余裕ができました6そ こで私たちは，「モル1

モン・クイズ」というゲームを考案 しま した。
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このゲームの 目的は，聖餐会での話や歌を

基に問題を作 り，それにできるだけ 多く答

えるというものです。ルールは簡単です。

1.家 族一人一人が1枚 の紙 にひとつの質

問とその答えを書く。

2.紙 を何かの容器に入れる。(我が家では

祖母の柳細工の青い入れ物を使ってい

ます〉

3。 教会で最 も敬慶な態度を示 した人が，

紙 を1枚 引いて質問を読む。(小さな子

供の場合は，大人が助けてあげます)

4.得 点 をつける。質問ごとに正 しく答え

た人が1点 を獲得する。質問が重複し

た場，合は，一番年下の子供から答える

ことができる。

このゲームはとても簡単そうに思 えます。

しかし思い出してみて下 さい，開会の讃美

歌は何だったでしょうか，あるいは開会の

お祈 りの中で特 に名前が出てきた人はだれ

だったでしょうか。新 しい役員や教師の支

持があったことと思いますが，だれが召さ

れたでしょうか，そして新 しい責任は何だ

ったでしょうか。 また，聖餐会での話を基

にして教義的な質問をすることもできます。

このゲー ムを始 めてか ら2，3週 もしな

いうちに，聖餐会での敬塵さに劇的な変化

が現われました。 しかも，長い時間をかけ

ずに今 までにない感受性 を養い，聴く耳を

もたせることができたのです。

質問 ：スミス兄弟は，ワー ド部 に何が必要

だと言いましたか。

答え ：会員数の増加。(たまたま伝道がテー
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質 問 ：

答え ：

質間 ：

答え ：

マの聖餐会でした〉15歳 になる娘の

エルシーが言いました。「答 えはそれ

でいいけれ ど，私たちはそのために

何 をしているかしら。」いつの間にか，

教会外の人々を招いてフ ァイアサイ

ドを開く計画を立てていました。

家族はどれ くらいの食糧を貯蔵 しな

ければなりませんか。

少なくとも1年 分。長男が尋ね まし

た。「お父さん，家にはそれだけある

の?」 ここで調べるために，再び時

間をとることになります。

アルマにとって最大のチャレンジは

何で したか。

道を誤った息子を助けること。私は

子供たちが証を得ようと懸命になっ

ている時に，彼 らのために祈 ったこ

とを思い出して，夫 と顔を見合わせ

ました。すると，息子が 目に涙をう

か べて，兄弟たちを見なが ら静かに

こう言いました。「これはお父さんと

お母さんが，ぽくのためにしてくれ

たことなんだ。」あの涙を忘れること

はできません。息子が証を述べ，家族

はそれを聞いて胸が一杯になりまし

た。

日曜の夕べをこのようにして過ごすこと

により，私たちは敬慶さと知識を増し，喜

びを味わい，霊性を高めています。 もちろ

ん家族一人一人が毎週 「モルモン・クイズ」

を楽しみにしており， その場で聖餐会のみ

たまをもう一度味わっています・，



あ
る日の聖餐会でのことです。私はつくづ

く母親の教えの力を感じさせられました。

その 日は，クリント・ジョーダンという若い帰

還宣教師が， 自分の伝道と，その時経験 した様

様な出来事を話しました。

彼の話は私の心を引きつけました。彼は言い

ました。「母が祈 りの本当の価値について教えて

くれていなかったら，今話したようなことは何

ひとつ経験できなかっただろうと思います。」

彼は続けました。「ぽくの耳の底には，母が繰

り返し繰り返し教えてくれた，『クリント，怖い

ことなんか何もありはしないのよ。独 りになっ

た時や，怖くなった時には，天のお父様がいつ

も一緒にいて下さることを思い出しなさい』と

いうあの言葉が，まだ残っています。」

人生のうちで，何度も彼はその言葉に慰めら

れ，力づけられたそうです。しかし，次の初め

て祈りに対する答えを受けた話ほど，子供を早

い内から教えることの大切さを私 に強く感じさ

せたものはありませんでした。

彼は少年の頃，仕事をひとつ与えられていま

した。毎朝早く起きて3キ ロ程離れた所にある

牧草地に行き，搾乳のために，牛をそこから家

まで連れて来ることでした。美しい夜明けの光

や，ヒマワリの葉の上で宝石のように輝く玉の

ような露が道行く彼を優しく包んでいました。

ある朝のことでした。その日は，いつもとは

少し違っていたそうです。地をはうような霧が

一面に立ちこめていました。彼は牧草地へと歩

いて行きましたが，霧はだんだんに深くなって

いきました。まだ太陽が昇る前で，彼は次第に
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霧の中にすっぽりと包まれてしまいました。彼

は，込み上げて来る不安を押さえようと，口笛

を吹き始めました。それでも，独りぽっちの彼

は，粘 りつくような暗闇の中で，身が震えてく

るのを感じました。

霧の中に飲み込まれて，何もかも意識の中か

ら消えていってしまうように感じたその時，彼

は 「怖いことなんか何もありはしないのよ。天

のお父様がいつも一緒にいて下さることを思い

出しなさい」と言うお母さんの言葉を思い出し

たのです。

6歳 のクリントは，霧で濡れた草の上にひざ

まずき，助けを求めて神に祈 りました。疑うこ

とを知らない彼の信仰が聞き届けられないはず

はありません。静寂が彼を包みました。目を開

けると，すぐ近くに，家の方へ行こうとさまよ

い歩いている一頭の牛が目に入りました。彼の

心の中で小さな声がし，牛について行くように

とささやきました。クリントはそのしっぽにつ

かまって，間もなく，心安まる自分の家に着く

ことができました。そこにはお父さんが乳搾り

の仕度をして待っていました。

こうして21歳 の青年クリントは，私たちの前

に立って，子供の頃に経験し，学んだことにど

んなに感謝しているかを話してくれたのです。

彼は，試しにあった時や心に不安を覚えた時に

は，幼い頃のその出来事を思い起こして励まし

としました。彼は，自分には母親の教えをもと

に築いた，祈 りに対する強い証があると話しま

した。

その集会が終わって子供たちを呼び集める時

にも，私の胸の中にはその証の言葉が印象深く

残っていました。ひとりの母親とその息子の模

範を聞いた私は，自分の小さな子供たちにも，

祈りに対してあの帰還宣教師が持 ったと同じ気

持ちを育てようと，それまで以上に強く決意を

したのです。
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`

女性の神権に対する正しい眼

號灘蝋

ス
ペンサー ・W・ キンボール大管長 は

ファイアサイ ドで，教会の女性たち

に向けてこうおっしゃいました。「私たちは

神の霊の子供 として，まったく平等で した。

・とは言って も
，役割 と責任においては

男性と女性の間に大きな違いがあ ります。」

(「聖徒の道J1980年3月 号，pp.140-41)

私 たちは皆，それぞれ この地上でなすべ

き使命を持っていると信 じています。教義

と聖約121：25を 少 し私の言葉を付け加えて
なんぴと

引用してみましょう。「そは何人にても(男
な

性でも女性でも)，ことごとくその為す とこ
さば

ろに従い審かるる時定められたればな り。」

また，教義 と聖約46：11-12に は，こう

書かれています。「すべての者，必ず しもあ
たまもの

らゆる賜を与えられ しにあらず。何 となれ

ば，賜は多くあれどすべての人は神の 『み

たま』によりてその一を受くればなり。あ

る者はある賜をたまわ り，また他 の者には

別 の賜をたまわ り，かくしてすべての者 こ

れ によ りて益 を得るな り。」

私たちは，前世 の会議 において，地上 に

神 の王国を建 設 する際 に担 う役割 につ い

て，聖なる約束を交わ しました。私はその

ことを信 じています。 そして，私 たちはそ

の特別な業を遂行 するに必要 な賜と力どを

見返 りとして約束されたのです。 もう一度，

キンボール大管長の言葉 を引用 したいと思

います。「この地上 に来る前の ことを考えて

みて下さい。忠実な男性が神権につけるあ

る種の責任に予任されていたのと同じよう

に，忠実 な女性にも何らかの責任が課せ ら

れ ていました。それが何であるのか今すぐ

には思い出せなくても，かつて私 たちが同

意 した栄 えある事柄を変えることにはなり

ません。皆様 には，私たちが予言者や使徒

として支持 している人々と同じように，前

世 で与えられた務 めを果 たす責任があるの

です。」r(同上，p.141)そ の 与 え られ た役

割は，男性 と女性では違 うように，女性の

中でも人によって違うと思います。
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、パ トリシア・T・ホラン ド

私たちは皆，理想像を持つ ように教えら

れています。あの人のようになりたいとい

うような人がいることは，良いことです。

しか し，あまりにも他のだれかのようにな

りたいと望み過 ぎることは， とても危険で
しつ

すgそ のような時には，競争心から くる嫉
と

妬と敗北感のとりこになるからです。同じ

人は、ζ・た りといません。子供をたくさん授

かった女性 もいれば，子供の少ない女性も

いますし， 中には子供のいない女性 もいま

す。妻 となった 多くの女性たちは，社会の

指導者，仕事上の指導者， ステーキ部長，

監督，教会幹部として働 く夫を支持 し，子

供が成長できるよう励ますことによって，

その賜や才能 を磨 いています。 自らの権利

として，直接 自分の賜や才能 を行使 し，指

導者 として働いている女性 もいます。 また，

直接間接 に自分の役割を果たして賜 を磨 き，

二重の働 きをしている女性 もいます。メア

リー ・フィールデ ィング ・ス ミスとエライ

ザ ・R・ スノーが各々別の役 割 を持 ってい

たことは.だ れ もが知 っています。 しか し，

このふた りは， どちらも熱心に主のみここ

ろを求めた女性 でした。 ふた り共，結婚 し

て家族を持つ;と を求めました。そ して，

自分の持つすべての ものを王国のために捧

げました。

このことを考えるに，私 たちがなすこと

のできる最 も偉大な業 は，ふさわ しい生活

をして，主が私たちに望んでおられること

を少 しずつ理解 していくことですδ その際

心に留めなければならないことは，私たち

が今 日したいと望むことが，時として世の

風潮や虚栄からの産物であ り，遠い昔 に誓

約したこととは異なってしまっている場合

があるということです。私たちは，天使が

その役割を与えた時，「お言葉どおりこの身

に成りますように」(ル カ1：38)と 答 えた

イエスの母 マリヤのように，積極的に生き，

祈 らなければならないのです。

ここで少し，ある人のことをお話したい

と思います。以前，中央の若い女性の副会

長 として働いたアーデス ・カップ姉妹が，

私 の家の西側の工軒先に住んでいらっしゃ

います。皆さん も御存じのように，彼女は

神の王国のために，本当に特異な貢献をな

さった、方です。アーデスは，私の知ってい

る女性の中で，最 も純粋で，優 しくて，強

い女性のひとりです。彼女の夫のヒーバー

は，「私たちのステーキ部のステーキ部長 と

して， とても力ある存在です。 カップ御夫

妻は， まだお子さんに恵まれていません。

私の家の東側の二軒先には， ジョアン ・ク

インが住んでいます。 ジョアンも，私の知

聖徒 の道/1982年6月 号 25
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っている中で最 も純粋で，優 しくて，強い

女性のひとりです。彼女は，周囲の人々す

べてに大きな影響 を与えています。彼女の

夫のエ ドは，頭脳明晰かつ能力ある人で，

私たちの生活に強い霊的な影響を与えてく

れました。クイン御夫妻は，12人 の子供 に

恵まれています。私 と夫も，王国の中で私

たちにできることをしています。私たちは，

3人 の子供 に恵まれています。

私の知っている女性の何 人かは， まだ伴

侶，すなわち結婚の機会にも恵まれていま

せん。 しかし，彼女たちも毎 日王国の建設

のため、に働 いており，顔を合わせるたびに

私を祝福 して くれます。また，4人 の女性

の例を挙げることができます。 それは，キ

ャロリン ・ラスマスと私の大切 な親友のマ

リリン ・アーノル ド，夫の才能ある秘書で

あり，公私共 に私 たちに尽くしてくれるラ

ンディ ・グリー ン，そして最近私が危篤状

態に陥って，寸時を争う手術を受けた時に面

倒をみてくれたパッ トという名の看護婦 さ

んです。以上私が挙げた，，私を祝福 し，教

会を賛美する女性たちは，明らかに前進し

続けている女性たちです。今までお話して

来たことを通して指摘 したいことは，アー

デスも，ジョアンも，キャロリンも，マ リ

リンも，ランディも，パッ トも，皆 各々違

っている という点です。今，私たちはこの

人生において， 各々違 った役割 を持 ってい

ます。 そして， おそらくこの役割 もまた何

年かのうちには変わっていくでしょう。 し

かし私たちは皆，正 しいことを望み，正 し

いことを追い求め，誠心誠意私たちが結ん

だ誓約と神様 に心 を向け， 自分の持てるす

べてのものを王国の建設のために捧げなけ

ればなりません。

もちろんそうするため には，祈 り，勉強
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し，正 しい生活を送ることによって争いを

避けると共に，利己的な 目標を持々ないよ

うにすべきです。利己的な 目標は，主が私

たちのために計画して下さったことを台無

しにし，私たちを主の計画か らそらせて し

まいます。 と言うのは，利己的な目標 に心

を奪われると，主が私たちに授けたもうた

使 命を遂行することによってのみ訪れる不

安 や安 心感を感 じられず，挫折感や見捨て

られたような気持ちを味わ うことになるか

らです。 自分の役割が何であれ，私たちは

その役割を，正 しい生活をし，啓示を受け

ることによって捜し求めなければならない

のです。私たちは， 肉の腕や人間の思想に

寄 り頼んではなりません。 自分 自身の リア

ホナを持たなければならないのです。 これ

は，主が神権者に望んでおられることと全

く同 じこ とです。

私が強調したいのは，男女の役割の違い

だけではなく，女性同士の役割の違いをも

大事にするということです。そして，女性

と女性 に与えられた特別な役割との関係1

男性 とその神権の職務 との関係について語

る時は，権利よりも義務 と責任について語

る方がはるかに有益であることξ思います。

腹蔵のない所を言いますと，私は，闘争の

権利，活動の権利，デモ行進の権利， 男の

権利，女の権利等々について話 した り聞い

た りすることには，あきあきしています。

ですか ら，義務 につ いてお話ししたいと思

います。まず， アレクサン ドル ・ソルジェ

ニツ ィンの印象的な言葉を引用致します。

「西側では
，今，人問の権利よりも人間の

義務 を守る時である。」(『引き裂 かれ た世

界』1%ガon認1セ ∂液〃「ナ シ ョナ ルレ ビュ

ー」1978年7月7日 号，p.838)

もし私たちが 自分の責任を果たすならば，



権利は男性にも女性 にも，おのずから守ら

れることでしょう。以前，エール大学で学

位を取得しようとする夫を助けていた頃，

隣の精神医学を勉強していた方が，私 には

過労の兆候が見えると言いました。 その頃，

ジェフは普通なら4年 で取得する学位 を3

年 で取ろうとしていたばかりか， ステーキ

部長会の一員でもあったのです。 それに，

家計を助けるため にエール大学でインステ

ィテユー トのクラスをふたつ教え，アムハ

ー ス ト大学で もひとつ クラスを持 ち
，毎週

145キ ロの道 の りを通わ なければなりませ

んで した。私は、ζ・た りの赤ん坊 と一緒に家

にいて，若い既婚学生の乏しい家計のやり

く りに四苦八苦していました。そして私も

若かったのですが，扶助協会の会長 として

教会で熱心に働いていました。この特別な

隣人は，私に関心を寄せ，私 を助けようと

してこう言いました。「パッ ト，権利を要求

したらどう?こ んなものみんな放り出して。J

しかし，私は祈 りを通 して，私の権利は，

それが何であれ，長期の 目標を達成すると

い う義務の上に成 り立つものでなければな

らないということを知っていました。私は，

夫 ジェフの学位が単に彼の将来のためだけ

の ものだとは，決 して考えていませんでし

た。それに，彼も子供たちは私に任せっ放

しにしておけばよいとは，決 して考えてい

ませんで した。私たちは， いつ も協力 し合

っていました。そして，互 いに権利を要求

し合うことになど，エネルギーを費や しは

しませんでした。 当時の生活ば1緊 張 し切

った困難な ものでしたが， それ も3年 だけ

でした。その3年 間夫 を支 えるという役割

を果た した直接の報酬 として，今私は妻と

して，母親 としての機会を楽しむほか に，

時間と財産 と私の興味を満足させ，才能を
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私たちは皆，正しいことを

望み，正しいことを追い求

め，自分の持てるすべての

ものを王国の建設のために

捧げなければなりません。

』冨割_尾 劉____唱 謝_____レ 』

伸 ばす素晴らしい機会に恵まれています。

私 に与えられた究極の使命の中には.自 分

自身の役割を果たそうとする人を愛 と知恵

を もって助けることが含まれています。本

当に素晴らしいことです。

もしあなたの役割がだれかを支える役割

ならば一 私たちの多くは，たぴたびこの

役割を担うのですが一 勉強し， 自分 自身

を備え，家庭を強めるというこどについ，て

弁解が ましいことは言わず，逆に個人の生

活 においても，社会において も，教会にお

いても最 も高い優先順位を 占めるものを自

分たちは追い求めているのだと，世の人々

にはっきり宣言できるようにしておかなけ

ればな りません。

数 カ月前のことですが，私は夫 と共 にイ

スラエルで，マホメット教徒，キリス ト教

徒，そ してユダヤ人のために開かれた2週

間にわたるセ ミナーに出席 しまし.た。 その

セ ミナーには，新聞社の主筆，前大使，僧

侶，ラ ビ，大学の学長，教授などが出席し

ていました。 その2週 間，ほとんどすべて
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の出席者がモルモ ンの女性 について私 に質

問をして来ました。 その会 に出席した他の

奥様方も，家にいて子供を育て，私 と同じ

ような生活をしていらっしゃったのですが，

質問の的になったのは， どういうわけか私

だけだったのです。

私たちは，注 目されています。私たちは，

山の上の光にならなければなりません。勉

強 し，備 え，私たちが何を優先順位の第一

に置いているのか，また真の教会の女性 の

特権とは何かを世の人々にはっき りと教え

るために働くことは，私たちの責任なのです。

(権 利とは反対に)義 務について考える

時， リバティーの牢獄でのジ ョセフ ・ス ミ
あ い しょう

スの経験を通して得 られ たあの万人の愛諦

の啓示について深く考えてみて下さい。 何

の権利も与えられず，少しの 自由 もなく，

権威を手ひどく侮辱されるような状況の中

で，権利 と自由と権威の行使について， こ

のような深遠な啓示が与えられた ことは，

随分と皮肉なことではないで しょうか。そ

のような状況の中でこそ，主は本当に私た

ちの注意を集め，私たちの苦 しみ(こ の場

合はジョセフ ・ス ミスの苦 しみ)を メガホ

ンとしてお使いになり，非常に大切な指示

をお与えになるのだと思います。その指示

は，教義 と聖約の第121章 に載っています。

(教義と聖約121：34-37，39，41-42，45

-46参 照)

主は予言者 ジョセフに権利 につ いてお話

しにな りましたが(確 かに主は権利につ い

て話しておられます)， その啓示には，義務

と責任に関するあらゆる指示が付け加えら

れていたのです。 そのごとを銘記すること

は， とても大切なことだと思 います。神権

につける特権 も，女性の持っ特権 も，義務

を果たさずに得られるものではあ りません。
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教 義と聖約の第121章 第34節 を心に留めて下

さい。なぜ，そんなに 多くの人々が召される

のに，選ばれる人がそんなに少ないので し
はなはだ

ようか。それは，「人々の心甚 しくこの世に
っ ただただ ほまれ う

属けるものの上にあ り，唯々人間の誉を得

ることをのみ望」(教 義と聖約121：35)む

か らです。

この世は，私たちの最後の住居ではあり

ません。私たちは， この世に住み，建設的

な生活を送らなければなりませんが，クリ

スチャンとして，この世の ものになってし

まってはなりません。この世 の誉れ を追 い

求めてはならないのです。ここで，1もう一

度，キンボール大管長の言葉を引用しまし

ょう。

「この教会に入って来る世の本当に勇気

ある女性 たちの中に， 自分の益のために生

きるよりも，ひときわ義しい生活を追い求

める女性 たちがいます。 この本当の勇気あ

る女性たちは，本当の謙遜さを持っていま

す。謙遜 であるということは， 外見よりも

徳の高さに重きをおいているということで

す。他の女性に見 られるためだけ に何かを

『目 恩 恩 ロ 目 ロ ロ 目 目 目 口 目 口 『

o

o

亘墜

もし私たちが自分の責任を

果たすならば，権利は男性

にも女性にも，おのずから

守られることで しょう。

o

o

o亘

』岡=罰___________出 ■



行なうことは， 男性の 目を引くために何か

を行なうことと同じで，正 しいことではあ

りません。 このことをよく覚えていただき

たいと思います。」(「聖徒の道」1980年3月

号，p.143〉

こ の世は，私 たちの永遠の住居ではあり

ません。私たちは，この世の ものに心を奪

われてしまってはな りません。 人の誉れを

求めるのではなく，神が与えて下さる誉れ

を求めなければなりません。今や，私たち

はそれが末 日聖徒イエス ・キリス ト教会に

あることを知っているのですか ら，神の王

国が神 のみ手よ り転がり出て，天の王国が

来たることを疑ってはならないのです。何

者 も，私たちをこの信仰 とみ業からそらす

ことはできません。平和の君が勝利の帰還

をなさることは，間違いのない事実 なので

す。私たちは，ひとつの重要な事柄 を心に
いわ

留めておかなければなりません。「曰く神権
ち か ら

(女 性)の 権能は天の能力 と固く結びつき
ち か ら

て離るべか らざるものにして，天の能力は
う

正義の原則によりてのみ支配し運用 し得る

ものな り， と。」(教 義と聖約121：36)

こ こで主が使っておられる権能(権 利)

という言葉は，男性の権利 とか女性の権利

とかを表わす言葉ではないことは，興味深

いことではないでしょうか。 この節は，神

権について述べ られていますが，すべての

女性が持つ権能(権 利)や 権力にっいて も

同 じことが言えます。これは，すべての人

に， 男女，黒人， 白人，奴隷， 自由人

(II二 一 ファイ26：33〉 の別なく， 当ては

まるルールです。 もし戒め それは私た

ちがよく知 っているものですが を守る

な らば， やがて永遠 の報 いを手にする時

が来て，神は男女の別なく戒めを守ったす

べての人々に，「良い忠実な僕よ，よくや っ

聖徒の道/1982年6月 号

た。 あなたはわずかなものに忠実であった

か ら， 多くの ものを管理させよう」(マ タイ

25：21)と 言 われることでしょう。

主が義なる人々について語られた時，そ

こには性の違いによる闘争 などはひとかけ

らもありませんでした。そのことを考える

時，私は， なぜ末 日聖徒の男女が，女性 と

神権というような議論 に途方 もないエネル

ギーを費やすのだろうと思うのです。1

この私の疑問に対 して，私 自身の答えを

述べたいと思います。 もし争いが起こると

した ら，それは男女いずれにせよ，関係者

の中にイエス ・キ リス トの福音に従って生

活していない人がいると思います。関係し

た人が皆福音に従っていないということで

はあ りません。 そうかもしれませんし，そ

うで もないかも知れません。 中にだれか福

音に従って生活していない人がいるという

ことなのです。 どこで，どのよう1;し てか

はわか りませんが，約束が守られなくなり，

義務が尊ばれなくなって，傷口が開いてし

まったのです。 ともあれ，男女の別なく私

たちすべての者の責任は，第121章 に書かれ

ているように生活 し，キ リストの模範に従

って生きることです。男女の間に好ましい

関係が築かれ， 男女の関係のための約束事

が守られるならば，苦 しみや絶望や挫折は，

この世から姿を消 してしまうことでしょう。

私は，心か らそう信じています。私たちの

問題に対する答えは，福音(神 権〉から串

た答えであるべきで，男女 いずれにせよ，

人間か ら出た答えであってはな りません。

そして，その答えは，忠実な人々への約束

であるはずです。 もう一度，45節 と46節 に

書かれている美しい約束を，心に留めて下

さい。

最後に，教会員ではない方の模範につい
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世の声に耳を傾けすぎると，

私たちは混乱し1汚 されて

しまうでしょう。私 たちは

主のみたまに錨を降ろさな

ければならないのです。

』鴎翻_ロ__________H』

て，話させ ていただきたいと思 います。ダ
キ

リン ・H・ オークス学長(ブ リガム ・ヤン

グ大学の前学長)が ，私がこれまでお話 し

てきた選びと義務にっ いて，心励 まされ る

お話をして下さいま した。皆さんも御 存じ

のように，オークス学長は若い頃，法学部

の教授として働かれ，現在合衆国最高裁判

所で働いておられるルイス ・M・ パウエル

判事 と親しくしてお られま した。パ ウエル
ロ 　 ス ク 　 ル

判事のお嬢 さんは，立派な法律学校を卒業

され，その後，法律家として第一歩 を踏み

出され，ほ とん ど同時に結婚 なさいました。

そして間もなく，最初のお子さんが生まれ

ました。家族の友達 として，彼女を気遣っ

て電話をかけたオークス学長は，この若い

母親が家にいて，ず っと子供と一緒に過ご

していたことを知って，うれしい驚きを禁

じ得ませんでした。学長がその決心 の理由

を尋ねると，この若 い女性はこう答えまし

た。「あら，私， またいつか法律の仕事に戻

りますわ。 でも，今じゃありません。私に

とって，問題は簡単なんです。私の依頼人
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の世話ならだれでもできますけれど，この

子の母親は私 しかいないんです。」何 と的を

射 た鋭い答えで しょう。彼女が簡単 に答え

を出すことができたのは，まず第一 に権利

ではなく，責任を求めたか らです。 もし彼

女が，「これは私の仕事です」「これは私の

人生なんです」 と言っていたと，したら，問

題はそう簡単ではなかったでしょう。 しか

し，彼女の関心は 「義務」 にありました。

そして， そのことを考えた時，答えは簡単

に出す ことができたのです。

私たちはだれで も権利と自由を追い求め

ることができます。主は私 たちに豊か にそ

れを約束 して下さっています。末 日聖徒の

女性は，無理に正 しい選択 をさせ られた と

感 じたりすることのないように，む しろ自.

分 の 自由と自分の意志で選択するようにし

なければな りません。 これは非常 に大切な

点であると思います。何かの選択 をする時

に無理 じいされて，苦痛や挫折感や憂うつ

を味わうことがあります。私たちは，勤勉

に祈 りの気持ちを持 って， 光を追い求めな

ければなりません。つまり，私たちが正 し

い決定をした時に得 られ る実 りを智 と情の

双方から待ち望むように仕向けてくれる光

です。 私たちは，神が見た もうように私た

ちも見ることができるように，すなわち永

遠の見地に立って物事を見ることができる

ように祈 らなければな りません。世の声に

耳を傾けす ぎると，私たちは混乱し，汚さ

れて しまうでしょう。私たちは主のみたま

に錨 を降ろし，毎 日用心して過 ごさなけれ

ばならないのです。

*1980年2月1日 に ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 で行 な

わ れ た 女性 の大 会 にお け る話 。ブ リガム ・ヤ ン グ

大 学 出 販 局(BYUPress)の 許 可 を得 て掲 載 。



私
が14歳 で学年が変わったばか りの時，

親 しくしていた友達の妹が 白血病で

死んでしまいました。 そのことを聞いた日，

私は彼女がバスの停留所の所でほかの人々

か ら離れてぽつんと立っている姿 を遠くか

ら見ていました。悲 しみに沈んだ彼女の顔

を見て，私は何とか慰めてあげたいと，思い

ましたが，不意にその時の雰囲気 に気後れ

を感 じ，結局何をするでもありませんで し

た。 彼女は何年 も前からの友達でしたが，

私は何を言い，何 をしてあげたらよいのか

さっぱりわか らず，彼女 と顔を合わせるの

を避けていました。大分たって，悲しみ も

和 らいできた頃，彼女は私にこう言いまし

た。「いつ も変に思 っていたことなんだけ ど，

妹が死んだ時，あなたも含めて，だれも私

に言葉をかけてくれなかったわ。」

言うまでもないことですが，天父は霊の

子 らを地上 に遣わそうと備えをしていた時

か ら，私たちがいつか悲しみを経験するよ

うになることを御存じでした。私たちは悲

しみ，病気，死な どを避 けて生きることは

できません。これ らの事柄に 自分で立ち向

か ってい くこと以上 に辛いことがあるとす

れば，それはおそらく，親 しい友がそうし

た困難 に立ち向かおうとしている姿壷見る

時ではないで しょうか。友達 のそのような

姿を 目にする時，私たちは自分には何もし

友達のために
ア ン・エ ドワー ズ ・キ ャ ノン
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て やれないのではないかと考えてしまうこ

とがよくあ ります。そして，「一体何を言 っ

てあげたらいいのかしら」「私 にしてあげら

れることなんてあるのかしら」 と自問する

のです。残念なことですが， この無力感が

原因で， 多くの人が私がしたと同じような

間違 いをします。つ まり，問題から目を背

けてしまうのです。

聖典には私たちのなすべきことがはっき

りと書かれています。救 い主は言葉 と行な

いとによって，悲しむ人に心を配らなけれ

ばならないと教えられました。例 えば， ラ

ザロの死を知らされた時の救 い主の反応を

考えてみて下さい。 ヨハネは 「イエスは涙

を流された」とその時のことを書いていま

す。(ヨ ハネ11：35)キ リス トは御 自身の力

をもってラザロを生 き返らせることができ

たのに，それでもなお，マリヤやマルタを

見て心を痛め，涙まで流されたのです。 そ

してキリス トは，ラザロの死を悼む人々へ

の思いや りの気持ちか ら，ラザロに命 じて

死の眠りから目覚めさせ，彼らの悲しみを

和らげ，神の栄光を現わされました。

私たちはキリス トのような奇跡を行なう

ことはできませ んが，すべてのことにおい

て，キ リス トの模範に従い，人々に愛を示

すことができるのです。それでは，私たち

は悲 しみ苦 しんでいる友達のために， どの

ようなことができるでしょうか。最 も重要，

かつ最も難しいことのひとつ として，友人

が直面しているその問題に自分 も気づいて

いるということを，言葉で率直に伝 えるこ

とが挙げられると思います。私の先の友人

はこう言いrました。「あなたがたのだれで も

いいから，私のところに来て，『今度のこと，
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気 の毒 だったわね』とだけで も言ってくれ

れば，打ち解けることができたし，お互い

の関係 ももっと和やかになっていた と思 う

の。」何か悲しいことがあって も，それ を意

思の疎通を妨げる要因としないようにする

ことは， とても大切なことです。悲しむ人

人にとって，思いや りのある言葉を聞くこ

とほ ど，慰めとなる ものはありません。

ただ， ここでひとつ注意しておかなけれ

ばな らないこどがあ ります。私の友達 のひ

とりにダグラスという名の男性 がいます。

ダグラスのお父さんは彼が13歳 の頃， 自動

車事故で亡 くなりました。 その時，ダグラ

スにとって とて も耐え難いことがひ とつあ

りました。それは彼の友人達か ら 「ぼくに

は君の気持ちが本当によくわかるよ」とい

う言葉を聞 くことで した。 彼らが善意で言

って くれるのは承知 していましたが， 彼ら

の父親が死んだわけではないのですから，

本当の気持ちなどわかるはずがなか ったの

です。 結果的には，彼らの善意から出た言

葉もダグラ、スには無神経な言葉 としか聞こ

えなかったわけです。「気の毒 だったね」と

いう簡単な言葉の方がより適切だったのか

もしれません。そしてもうひとつ，顔を合

わせたら必ず悔やみの言葉を言わなければ

ならないと考え宅いた人々 も， ダグラスに

とっては悩みの種でした。それでも，飾り・

気のない言葉をかけられて，本当のいたわ

りや思いや りを感じた時には， 自分の方か

ら父親の死のことについて話した と言いま

す。、1ぜ

相手の気持ちを思いやることと同様に大

切なことがあ ります。それは，言葉 だけで

十分 だと考 えてはならないということです。



私たちはよく 「私にできることがあったら

何 なりとおっしゃって下 さい」 と言うこと

があります。ただ，それを言う方は確かに

その積 もりでも， 言われた方としては，そ

れに甘えて大切な時間を使わせてはならな

いと考え，なかなか言い出せないというの

がほとんどではないで しょうか。頼 まれな

くて も， 自分か ら進んで何かをしてあげる

ことが大切 です。

ダイアナという女性 がいます。 ダイアナ

はとて も苦 しい状態にあった時に，進んで

助けを与えてくれたひとりの友達 のことを

よく話して くれ ます。 ダイアナは17歳 の時

にひ どいうつ病になり，長い間その状態が

続 いて，最後には医者の世話を受 けなけれ

ばならなくなりました。彼女の友達の レイ

チェルはそのことを聞 くと， ダイアナが 自

分 を必要 としてきた時には，いつでもそれ

に応 じようとす ぐに決心 しました。そして

ふたりは今でも電話で話 し合 ったり，一緒

に散歩やテニスをした り，病気のことも含

めていろいろな事柄について話をしたりし

ていますが，それはダイアナの心身が元通

りの健康な状態に快復していく上 でも役立

ちました。

結論 的に言うと，私たちは皆，悲 しみに

心 をふさがれた状態 という ものが，かなり

長 い間続 く場合があることを，はっき り認

識しておく必要があるのです。精神的な苦

しみはすぐに消え失せるとは限 りません。

長い時間を必要とすることがよくあります。

それまで悩 み苦 しんでいた人が以前 と同じ

状態に戻ったように見えて も，それだけの

ことで， もうあの人には特別な心配 りをす
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る必要 はないだろうなどと思い込 まないよ

うに注意 しなければな りません。

スタンレーという男の子が次のような話

をしてくれた1ことがあ ります。 ある夏の 日

の昼下 がり， スタンレーの弟は不幸な出来

事 に見舞われ，下半身不随になってしまい

ました。そのことが知れわたると，彼らの

友達やワー ド部の会員たちはとてもよく励

まし， いろいろと気を配 ってくれました。

ところが数週間 もたたない内に，訪ねて来

る人も助けを申し出てくれる人 も，その数

が次第に減ってきたのです。間 もなく，ス

タンレーの家族はその不幸な出来事が原因

で，周囲から取 り残されたような気持ちに

なりました。今までに経験したこともない

困難な事態を一人一人が， また家族が全体

としてどう受け止めていったらよいかを見

定めるにはまだまだ時間が必要だったので

す。親切な友達の助けが引き続いて与えら

れていたら，本当に助 けになったことでし

ょう。

私たちは親 しい友達 の悲しみを取 り除い

てあげたいと思うことがあ りますが，それ

は決 して簡単なことではあ りません。 しか

し私たちは真心を込めたいたわ りの言葉と

行 ないによって愛 を示し，苦 しみに立ち向 一

か う友達を助けることはできます。助けを

必要 としている人々の気持 ちを察 してあげ

ること，実際の行 ないを通 して愛 を示すこ
う

と，また倦むことなくそれらの行ないを続

けることなどは皆，愛する人々が 人生の様

様 な出来事 に取 り組んでいくのを助ける上

で大切 なステップであり，私たちにもでき

ることなのです。，

5
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キャサ リンの信仰

キ ャ サ リ ン ・ジ エ ー ン ・コ ッ トン ・ロ ム ニ ー の 生 涯

ク リフォー ド・」・ス トラッ トン

マー シャ・ロムニー ・ス トラッ トン

時
は1888年 の 冬。所はメキシコのフア

レス植民地。 ロムニー一家はまさに

餓死寸前の状態で した。 キャサ リンの夫，

マイル ズが仕事 を求めて家を出てから数カ

月がたちました。キャサ リンの倹約とやり

繰 りにもかかわらず，食糧はほとんど底を

つ く状態でした。 キャサリンは祈 りの気持

ちでいろいろな方策 を考えた末に，ついに

12歳 の息子の トーマスと14歳 の，壱、子の ジョ

ージを狩 りに出すことにしました。 これま

で一度 も銃を撃ったことのない少年を， し

かも山深く送 り出すことが危険極 まりない

ことは十分承知 していましたが，現実に迫

っているこの飢えを何としても， しのがな

ければなりません。ふたりの兄弟は家にあ

った44口 径のウィンチェスター ・ライフル

銃 を持って，意気陽々とスプ リング渓谷め

がけて旅立ったのです。

約1.5キ ロ， 渓谷を登っていった時，突然

前方の開けた地，約70メ ー トル先 に1頭 の

雄 じかが立っていました。 ジョー ジは急い

でねらいを定め，引き金を引きました。 と

ころが どうしたことか， その雄 じかは振 り

向いて じっとこち らを見ているだけです。

明らかに鉄砲の音をい、ζミか しく思っている

ようで した。続いてジョージはしかの体の

真 中にねらいを定めて2発 目を撃 ちました。

ところがそれがち ょうど両 目の間に命中し

たのです。

興奮が さめ，ふとわれ に返 ってみると，

ふたり共ナイフを持ってきていないことに

気づきました。雄 じかを家に運んで帰るの

ですが，ナイフがなければどうしようもあ

りません。 そこでジョージがナイフを取り

に家に帰 り， その間 トーマスがしかを見て

いることにしまし た。 これもまた大変なこ
は だ し

とでした。 というのは， ジョージは裸足だ

ったので， 足が凍 ってしまわないように走

るか，歩 くか して，いつ も足を動かしてい

なければならなか ったか らです。
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ジョージが11歳 と10歳 の ふたりの弟を連

れて帰って来た頃には雪が降っていました。
は だ し

で も弟たちも裸足です。少年たちはしかを

切 り裂 くのに十分な力がないので，6キ ロ

の道程を引っ張 って帰ることにしました。

しかし，数メー トル進んでは休み， また数

メー トル進んでは休むといったことの繰 り

返 しで した。 しばらくしてキャサ リンが加

わ りましたが，それでも一向にはか どりま

せん。近所のヒラマン ・プラッ ト兄弟が運

搬用のラバを連れて助 けに来て くれたのは

そんな時で した。みんなはプラット兄弟の

姿を見て，心か ら感謝しました。プラッ ト

兄弟は， しかを撃った話を聞き，助けに来

たのです。

その晩の夕食には今まで食べたこともな
ご ち そう

いしかの肉の御馳走が山のように並べ られ

ていました。

この話は家族の宝 として受け継がれ，子

か ら孫へと語り継がれていきました。そう

した孫たちの中に，後にスペンサー ・W・

キ ンボール と結婚 したカ ミラ ・アイリング

がいたのです。

そのような話の中で， 人々の語 り草とな

ったのがキ ャサ リンに関するエ ピソー ドで

した。キャサリンは，開拓者であった両親r

が ソル トレークに到着して6カ 月たった18

55年 の1月7日 に生まれ ました。 そしてキ

ャサリンが7歳 の時，一家はユタ州のセン

トジョージの居住区を援助するために召さ

れて行くことになりました。最初のクリス

マスを迎えたのは，確かユタ州のディキシ

ーだった
.と思います。 くつ下の中には，糖

みつのキャンデ ィーが2，3個 ，干 しぶど

うが少々と薄切 りにしたりんごが一切 れ入

っていました。 皆，お母さんがわざわざソ

ル トレーク ・シティーか ら持 ってきたもの
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で した。 お父さんは自分で木を削ううて13個

の人形を作 り， それに近所に住 む絵の上手

な人に顔や髪の毛を描いて もらいました。

ク リスマスの時 に，その人形を子供たちに

プ レゼン トとして贈 ったのでした。

キャサ リンは19歳 の時，ソル トレーク ・

シティーのエンダウメン ト・ハウスで，マ

イルズ ・パーク ・ロムニー と結婚 しました。

当時キャサ リンはばら色のほおをし， 目は

茶色で，腰のところまでくる長い髪をした

穏 やかな美 しい女性だったようです。 キャ

サ リンはまた 「決して 自分の感情を表に出

さない人」 としても有名で した。 そしてマ

イルズとの間に9人 の子供をもうけ ました。

キャサ リンは非常 に強い信仰を持 ってい

ましたが，何度かその信仰を試される場面

に遭遇しました。ある 日，主人のマイルズ

が家を空けた時のことです。3番 目の子供

で3歳 になる息子の ジュニアスがひ どい耳

の病気にかかり，キ ャサリンは息子がその

まま死んで しまうのではないか と思いまし

た。なすすべを失って，キ ャサ リンは主に

助けを求めました。その結果， ステーキ部

の祝福師に祝福を頼むようにという霊感を

受けました。キ ャサ リンはジュニアスを毛

布 にくるむ と急いで祝福師のところに連れ

ていきました。 その祝福の中で，.キャサ リ

ンがこれからも強い信仰を持ち続けるなら

ば， ジュドニアスの耳は回復し， ジュニアス

はやがて教会の偉大な指導者になるであろ

うという約束を受けたのです。 また驚いた

ことに，祝福師の祝福が始まるとジゴニア

スは泣きやみ，すやすや と深い眠りに落ち

ていきました。 ここ数週間なかったことで

す。そのジュニアスはやがて6人 の子供を

育て1ま だ20代 の時にメキシコのフアレス

ステーキ部のステーキ部長 にな りました。



ある時，息子 のひとりが馬車から振 り落

とされたことがありました。その拍子に車

輪の鉄枠に頭をこす り，耳を切 り落 として

しまいました。 キャサリンは落ちた耳を頭

にくっつけ，.ス トッキングでしっか りと固

定 しました。耳は完全によくな り，その子

が大きくなった頃には，けがを したのがど

ちらの耳か，だれも見分けがつかないほど

でした。

1881年 ， ロムニー一家はアリゾナに移り

ました。当時，ア リゾナの開拓地はならず

者が 多く，特に末 日聖徒 に対する迫害は 目

にあまるものがあ りました。開拓地 に到着

レて間もな く，ト・教会員のナサム ・クラム ・

テニーがな らず者の決闘の仲裁 に入ろうと

レ、て銃で撃たれ ました。
rロムニー一家 に対する迫害は特にひどか

ったようです。 それもマイルズが雄弁であ

り， 自分の主張 を恐れることなく新 聞に書

き続けたか らです。 ある 日の午後， マイル

ズは、ζ・た りのならず者にしたたかにな.ぐら

れ，気を失 ってしまいました。 そして，そ

の場 に残された幼ない子供 たちは，何キロ

も助 けを求めて歩かなけれ ばな りませんで

した。ある時にはセン トジョンズのならず

者から，マイルズの首 に数千 ドルの賞金が

かけられたこともあ りました。 またある時

には，暴徒が家に向かって発砲 し，キャサ

リンは思わず子供たちをソファーと壁の間

に隠したほどでした。

やがて，・マイルズはソル トレーク ・シテ

ィーに行って，・状況をブリガム ・ヤングに

報告 しました。 その後末 日聖徒がさらに数

家族セン トジ ョンズに移 ってきて， ようや

くモルモ ンとモルモ ンを迫害す る者 たちと

の間め力の均衡がとれるようにな りました。

ところが， それでもなおロムニー一家に
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対する迫害は一向に弱まる気配を見せませ

んでした。ついに十二使徒定員会のジョン・

テイラーがマイルズにメキシコに移るよう

勧めてきました。マイルズがメキシコで家

を建てている間，キ ャサリンは子供たちを

連れてセントジョー ジに引き揚げ，そこで

2年 間を過ごすことにしました。 こうして

迫害から逃れて彼女の両親の家で過ごして

いたウイルフォー ド ・ウッドラフ大管長と

も会いました。

メキシコヘは汽車で行 きましたが，途中

で子供たちが何人か しょう紅熱にかかり，

その うちクラウデはメキシコのフアレス植

民地 に着いて間もなく，肺炎で死にました。

メキシコでの最初の家は川縁の丸太小屋

でした。 キャサリンは美しいものに対する
こと ほか

あこがれを殊の外求める人でしたが，川縁

を散策 し，野の花を摘んだり，かごを編ん

だ りすれば，十分心 を満喫させることがで

きました。 また両親と一緒 に歌 を歌 う夕べ

な どは子供 たちにとって忘れ難いものζな

りました。 キャサリンの声は美しいソプラ

ノで， ピクニックやパーティー，ダンス，

そして演劇， またキ ャンディrを 作る時な

どいつも聞こえてきます。そのほか家族で

話を したり，数人と語り合った りもしまし

た。

1902年 ， マイルズが心臓発作を起こし，

その時は一命をとりとめたものの，それか

ら2年 後，2度 目の発作で亡くなりました。

娘のルラは， その年のクリスマスはツ リー

もなかったが，プ レゼン トだけはくつ下の

中に入っていたと言って います。ルナはこ

うも言っています。「おそらく，ひどくがっ

か りした顔をしていたんでしょうね。母か

ら，朝食が終わづたら，お使いをするよう

に頼 まれたのです。でも，あま り遠いので，
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気が進みませんでした。 線路の向こう側に

いる，まだ一度も会ったことのない老夫婦

の もとへ行くのです。 しかも，足の悪い弟

を日曜学校 に連れてい く時に使 っていたあ

の赤い手押し車を引っ張っていくのです。

母が手押し車に毛布 と枕，それか らクリス

マスの御馳走の七面鳥とじゃがい も，野菜，

ドーナッツ，バターなどを積 み込むのを，

私はそばで じっと見ていました。

母はこう言いました。『戸をたたいてね，

「メリー ・ク リスマス」 って言うだけでい

いの。そしたらすぐに帰って来て遊んでも

いいわよ。』

平原にぽつん と立っている土でできた小

屋を見つけるの はさほど難 しくはあ りませ

んでした。戸をたたくと，背の低い老婦人

が出て来まし，た。

『メリー ・クリスマス!』 私はそう言い

ました。

『まあ
，かわいい天使さんみたいですね』

と老婦人は言って，私に口づけをしました。

入口には階段がないので，老婦人は荷物 を

降ろすために手押 し車をそのまま家の中に

引っ張っていきましたム 家の中では， 白く

て長いあごぴげをはやした老 人が腰を下 ろ

して，暖炉の火をじっと見やっていました。

『ジョン， ご覧なさいよ。神様がこんな

ものを送 って下さいました。』

私はこのおばあさんは何て馬鹿なこと言

うんだろうと思いました。 これを持って行

くように言った のは神様ではなくて，私の

お母さんなの に。 しかし，老人は無言の ま

まで，見上げようともしませんで した。耳

が遠かったのです。 食卓には粗末な朝食の

残 りがまだ置いてありました。 その残り物

を指差しなが ら，老婦人は言いました。『ご

覧なさい。皆さんの心づくしがなければ，
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これが私たちの食事 だったのですよ。』

別れ際にもう一回口づけされて，私は家

をあとにしましたが，体中を平安 な温かい

気持 ちが流れわたっていくように感じまし

た。 そして母がク リスマスの 日にこの老夫

婦の飢えを守るために私を送って くれたこ

とに心から感謝 しました。帰 り道 も跳びは

ねるようにして家に帰 りました。 その晩の

ク リスマスの食事ほどおいしい食事を した

ことはありませんでした。」

メキ シコ革命の最 中に，キャサ リンは15

分 以内に立ち退 くようにとの命令を受けま

した。皿や食器を地 に埋 め， オーブンには

焼きかけのケーキを，またレンジにはチキ

ンのフライを残して彼女は家を後にしまし

た。

日用品の入った トランク1個 と毛布1巻

だけを持 って，キャサ リンは信仰のゆえに

追われてきて住むようになったこの4番 目

の家の戸を静かに閉めて去ったのです。家

を去る時，ふたりの娘たちが馬車の上に立

って，「み恵み 数 えあげ」と歌い始めまし

た。ルラが母の方に目をやると，母はほお

を涙でぬらして夫の墓に最後の別れをし，

それから子供 たちを見てにっこりとほほ笑

みかけました。

キ ャサ リンは病気で体が動かなくなるま

で，セン トジ ョージ神殿で働 きました。病

気が重くなると，キャサ リンは子供たちを

枕元に呼び寄せ， 自分のために祈 ってくれ

るように頼みました。子供たちをベッ ドの

周 りにひざまずかせ， 自分の病気がよくな

る ように， そうでなければ幕の彼方にいる

夫や息子のそばに行けるように祈 っ.てくれ

と頼んだのです。それか ら程なくして，19

18年1月6日 ，キャサリンは静かに息を引

き取りました。



そう

私
の曾祖母 ウルスラ ・ワイズ ・デ リッ

クはとて も素晴らしい人でした。家

族の記録によると，彼女は1799年 頃，イギ

リスのサマーセ ットシャー， ブリス トルの

南12キ ロほどの所 にある小さな町ケインズ

ハムで生まれ ました。子供は11人 。末の、雪・

た りは双子で，エ リザベスとザカ リヤとい

いました。エ リザベスは生後間 もなく死ん

で しまったようです。

ザカ リヤは14歳 の時に，ブ リス トル製鉄

所に見習い機械工として雇われましたが，

その見習い期 間が終わる時には，鋳造工 と

なっていました。

ザカ リヤにとって，この年 は重要な年で

した。新たに鋳造工 になったということと，

もうひとつ， 彼はこの年 にメアリー ・シェ

パー ドという女性と結婚 したのです。結婚

後間もなく， ザカ リヤの母親が重い病気に

かか りました。死期の近 いことを感じた母

親は，、憩、子をベ ッ ドのそばに呼び，絶対ど

の教会にも入らないようにと言いつけ まし

た。当時彼 らの周 りにあった教会は， どれ
まこと

もキ リス トの真の教会ではないと言うので

す。そして，集会場や街角 で，神の示現を受

けたという新 しい予言者について説きなが

らやって来る、雪・た り連れの宣教師たちのこ

とを聞いた ら，彼 らの教会 こそ神の真の教

会 だから，その教会に加わるようにと言い

残 しました。

ウルスラ ・ワイズ ・デリックが亡くなっ

たのは， ヒーバー ・C・ キンボールを初め

とする宣教師の一行が，イギリスの人々に

回復のおとずれを伝えようと，320キ ロ北

の リバプールに到着 したその前の年，1836

年 のことで した。 ブリス トルの町に回復さ

れた福音が もたらされたのは，それから7

年 後のことです。

そのようなことを天から知 らされていた

ということを考えると，彼女が非常に霊的

な人だったことは間違いあ りません。彼女

は神権を持つ人か らバプテスマを受ける機

会なくこの世 を去 りましたが，救い主はこ

う言ってお られ ます。「よくよくあなたに言

ってお く。だれで も，水と霊 とから生れな

ければ，神の国に入るこ とはで きない。」

(ヨハネ3：5)私 は 曾祖母 がどうなった

のか知 りたいと思い，聖典をずっと調べて

きました。

予言者イザヤは， 「捕 われ 人に放 免を告

げ」 るために，救い主が遣わされるであろ

うと予言しました。 ジ ョセフ ・F・ スミス

大管長 も死者の贈いに関する示現の中で，

キ リス トの復活前 にこの世を去 った人々に

ついて，「死すべき世 にあった間イエスの証
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駄

に忠実であった者たち」 に 「神の御子が現

われ……忠実 であった捕 らわれ人に自由を

宣言」されたと言っています。(ジ ョセフ・

F・ スミスー 死者の賭 いに関する示現12，

18)こ の 人々は何 に捕らわれていたのでし

ょうか。死に捕らわれていたのです。 キリ

ス トが 人類の罪を贈い，復活の初穂、となら

れるまで，だれ も復活することぱできませ

んでした。

ウルスラはキ リス トよりも何世紀 も後の

人ですが，救い主の復活は，その後に続 く

すべての人々のひな型です。

私がまだ子供の頃ですが，我が家の者は

おじのオルソンが再び戻 って来る 日を待ち

わぴていました。私の母親もそのことを随

分と考え，事のいきさつを私た彰矛供 にも

話してくれました。私 も私なりの理由があ

って， オルソンお じが我が家の裏 口を開け

て帰って来る日を待っていました。 よく物

売りの人が勝手口から入って来た ものです

が，私はその度に母 の服を引っ張り，「この

人，オルソン，おじさんじゃないの?」 と聞

いたことを覚 えています。そんな時，母 の

答えはいつ も，同じで首を横に振るだけでし

た。

母がオルソンお じのことについて私たち

に話してくれたのは，・大分たってからのこ

とです。 彼は1881年 に生 まれましたが，1

歳2カ 月の時，父親 を亡 くしました。彼は

人生の初めの大切 な時期 に， 父親からの指

導を受けることができなかったのです。17

歳 のある時，彼は同じ年の仲間 と一緒にソ

ル トレーク郊外で催され たあるダンスパー

ティーに出かけました。 ところがその夜，

彼 らは酒を飲んで酔 ったあげく，留置所 に

入れられて しまいました。

翌 日，親や家族の者たちは留置所 に行 っ
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て，'自分の息子たちを釈放 してもらいまし

た。 多くの親は子供たちを暖か く迎 え入れ，

善良な市民になれるように励 ましました。

ところがオルソンおじの場合 は， 母親に何

の連絡もないままに釈放 され，北西部(訳

注 ：特にワシン トン，オレゴン， アイダホ

の3州)行 きの片道切符 を1枚 つかまされ

ると，2度 とここへは戻 って来るなと言い

渡されたのです。

母は祖母が夜中にベッ ドの中で泣き声 を

挙げているのをよく聞いたといいます。 そ

して，寝室へ 入って行くと，「あの子は今，・

どこで何をしているのだろうね」 と問わず

語 りに話をしたそうです。

オルソンおじは北西部のある材木の切 り

出し現場で働いていたようですが，福音の

教えにそった生活をするには難しい環境だ

ったことでしょう。 もし生きているとした

ら，かな りの高齢ですが，おそらく今は霊

界にいるのではないでしょうか。聖典 を読

む時，やはり， オルソンおじがどうしてい

るかということを考えます。

イザヤはこう言っています。「彼 らは囚人

が土 ろうの中に集められるように集められ

て，獄屋の中に閉ざされ， 多くの 日を経て

後，罰せ られる。」(イ ザヤ24：22)

救 い主は十字架上で亡 くなられてか ら，

復活 されるまでの間に，「義人の中から軍勢

を組織 し，使者を任命 して権威 と権能 とを

与え，闇の中にいる者たち…… に福音の光

を携 えて行くよう命 じられ」ました。(ジ ョ

セフ ・F・ ス ミス 死者の腰いに関する

示現30)

これ もまた，キ リス トの復活後にこの世

を去 った人々に， そのまま適用され るひと

つのひな型です。

私の良き友であった， ジョセフ ・S・ ネ



ずっと彼のこと

た。おじが自分

族の中に戻れるよ

切符を買ってあ

ら願っています。

ルソン兄弟が数カ月前，86歳 でこの世 の生

涯 を終えました。 彼は死ぬまで素晴らしい

宣教師でした。最後に召しを受けたのは80

歳 の時でしたが，それを含めて4度 伝道に

出ています。 彼のような人について聖典 に

は， どう記されているでしょうか。

「私は
，この神権時代 の忠実な長老たち

が，死者の霊 の住む広大な世 界において闇

に包まれ罪のかせにつながれている者たち

の間で悔 い改めの福音 と神の生みたまいし

独 り子の犠牲を通 じて もたらされた瞭いの

福音 を， この世 を去った後 も引き続き宣べ

伝えているのを見た。」(ジ ョセフ ・F・ ス

ミス 死者の貝費いに関する示現57〉

私は曾祖母のウルスラ ・ワイズ ・デリッ

クを愛 しています。彼女は素晴らしい人だ

ったに違いあ りません。 彼女が 「死すべき

世 にあ った間イエ スの証に忠実であった」

ことは疑うべくもあ りません。(ジ ョセフ ・

F・ スミス 死者の贈いに関する示現12)

しか し彼女は，人に 「死の縄 目からの貝費い」

をもたらす救いの儀式を受 ける機会には恵

まれませんで した。(ジ ョセフ ・F・ ス ミス

死者の贈いに関する示現16)

私 はお じに対してあこがれを持 っていて，

子供の頃からずっと彼のことが大好きでし

た。おじが 自分の永遠の家族の中に戻れる

ように，帰 りの切符を買ってあげたいと心

から願っていま.す。

私はひょっとして，ネルソン兄弟が私の

曾祖母 に会って， イエス ・キリス トの素晴

らしい真理の福音を教え，私たちが彼女の

ために執行 した救 いの儀式の祝福 にあずか

れるようにしてくれているのではないかと

考 えています。

また， オルソンおじも彼に出会い， もし

父親が生きていた らこの現世で学んでいた

か も知れない福音の真の教えを彼から聞い

ているのではと考えることもあります。 お

じはあの片道切符をつかまされたばかりに，

頼みとなる人々か ら遠 く離されてしまいま

したが，それさえなければ，福音の真理を

教えられていたか も知れません。私はお じ

が今，その機会に恵まれるようにと祈 って

います。
か

ネルソン兄弟， どうか彼の人々を見いだ

し，私たちの家族が永遠の絆で結ばれるよ

うに，彼らに貴い救いの真理を教えで下さ

い。 これは私の心からの願いです。
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キンボ_ル 大管艮 着 人

それは，現在皆さ

んの生きている時

代が，葛藤や困難

の多い時代である

愛
する若人の皆さん，皆さんは何 と恵

まれた世 界に住んでいることでしょ

う。皆さんの前途 には洋々たる機会が待ち

受けています。

入生の中で初めの10年 問というものは，

喜びに満ち，幸福で，勝手気ままも許 され

る時代でした。両親や家族の保護の もとに
ひ ご

教えられ，養われ，衣服を与えられて庇護

されてきました。 しかし今では皆 さんは十

代 とな り， しつけのためにとやかく言われ
し だ い

ることも少なくなりました。人格 も次第に

身につき， 自ら決断を下さねばならない機

会も少 しずつ増えてきています。皆さんは

そのようにして成熟 し，責任 も引き受 けら

れるようになってきました。そして しばら

くすれば，生涯を左右するような重要 な決

断をしなければな らないでしょう。 それは

進歩発展へ とつながる将来を築くことにも

なれば，暗たんとした進歩のない人生 に迷

い込んでしまう結果 ともなるのです。

他の人々が，皆さんの決断に際 して援助

をすることができるにしても，決断をしな

ければならないのは，やはり皆 さん 自身で

あ り，その決意を守 り通してゆかねばなら

ないのもまた皆 さん自身なのです。 自由意

志の原則により皆さんに選択の権利はあ り

ますが，誤 った決断が もたらす損失や苦痛

を免れ る道はありません。皆さんはひとた

び人生の走路に足を踏み出したなら， そこ

か ら引き返 してくるのは容易なことではあ

りません。殊に，同じ道を行 く人が他 にた

くさんいる場合とか，下 り坂 にかかったよ
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の人生 霞罰 を目吾る

と同時に，大いな

る機会に恵まれた

時代でもあるとい

うことです。

大 管 長

スペ ンサ ー ・W・キ ンボール

うな道 に迷 い込んだ場合などはなおさらです。

人生を栄 えあるものとするのも，台無し

にしてしまうのも，皆さん次第なのです。

もしも皆さんの人生が，実 りがなく，価値
むな

もなく，不完全な，空 しいものとなったと

しても他のだれをも責めるわけにはいきま

せん.そ の責めは皆さん個 人にのみ降 りか

か ってくるのです。他の人々は皆さんを援

助することもあれば，時には邪魔 をするこ

ともあるでしょう。しか し，その責任は皆

さんが負わねばなりません。皆さんは自分

の人生 を，偉大なものとも，平凡な もの と

も，また失敗の人生ともできるのです。

私は，雨量の少 ない乾燥 した地域に育ち

ました。夏期の間中，食糧用の穀物が育つ

時期に十分 な雨が降ったことがほとんどな

く，乾ききった用水路や幾万ヘクタールも

の干あがった土地へ十分な水を保給するこ

とはできませんで した。全部の穀物 にまん

べんなく水を送ることは不可能だったのです。

私たちは雨を求めて祈 るようになりまし

た。 そして，いつ も祈 りました。
とし は

私はまだ年端 もゆか ない時に，乾燥 した

地域では植物に水をやらなければ，大抵2，

3週 間 ともたないことを知 りました。私は

家から1ブ ロック程離れた所を流れる共同

用水 「ビッグ ・ディッチ」へ，とかげ と呼
たる

ばれる一種の枝分かれした丸太に樽をのせ，

老練 な雌 馬を使 って水 をくみに行 くことを

習い覚えました。私はその小さな流れや水

のたまったところからバケツで水をすくい

あげ，樽を満たしては馬で引いて行きまし
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た。 そうして，バケツー杯のこの貴重な液

体 を，バラやス ミレな どの花やかん木，い

け垣，植 えたばか りの木などに与えました。

水はまさに 「黄金」の液体でしたから，水

を貯めておく場所 というものは私の生活に

おいて とて も重要 な位置を占めていました。

私たちの時代 には，いろいろな種類の貯

蔵庫が必要です。 あるものは水 を貯 めてお

く貯水漕，あるものは現在家庭貯蔵プ ログ

ラムで行なっているような食糧貯蔵庫，ま

たあるものはちょうどエジプ トの ヨセフが
き きん

7年 問 の欠乏と飢謹 に備 えてその前の7年

間の作物を蓄えておいた貯蔵庫のようなも

のもあります。

しか しそれだけでな く，将来の必要 に備

えて，知識の貯蔵庫 もなければな りません。

また，人生 に不安 をまきちらすものに恐れ

という洪水がありますが，それを克服する

ための勇気の貯蔵庫，細菌などの汚染 にも

負けない体力の蓄え，また善 の蓄えや スタ

ミナの蓄 え，そして信仰の蓄 え一 そうで

す。世の荒波を乗 り切 ってゆかなければな

らない時に，確固として力強く立つための

信仰の蓄 えが必要 なのです。 まわ りの退廃

した世の中が生み出す誘惑が私たちの活力

を抜き取 り，霊性 を弱め，この世 の水準に

まで私たちを引き下げようとする時で も，

私たちには，若人が理 想と現実のギャッブ

に悩む十代の時期 や，その後の間題の 多い

時期 を立派に進んで行 けるよう励 ます責任

があります。 そのためには信仰の蓄 えがな

ければなりません。 また，単調な 日々， 困

難な時，恐れのある時，失望 した時，幻滅

を感じた時，逆境 の時，貧苦，混乱，挫折

の時にも私たちを導き励 ます信仰 の蓄えが

なければなりません。 では， どのようにし

たら私たちの貯蔵庫を一杯にする・ことがで
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それでは一体どのような知

識に力がありゴまたどのよ

うな力がその知識から生ま

れてくるのでしょうか。
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きるで しょうか。

皆さんは世 の中を，鋭 く観察できる年代の

末 日聖徒 として，はっきり理解できること

がひとつあると思います。それは，現在皆
か つ と う

さんの生 きている時代が，葛藤や困難の多

い時代であると同時に，大いなる機会に恵

まれた時代でもあるということです。

幸いなことに，私たちには入生の指針 と

なるイエス ・キリス トの福音 があるので，

これか ら経験するであろういろいろな出来

事 や，環境に対する私たちの考え方の骨組

みはしっか りとしています。聖典 から明ら

かなように，末 日のこの神権時代 には，世

の政治的指導者が約束するような 「平和」

はありません。 しかし教会員である私たち

には個 人的な平安 を保 つ手段があ ります。

たとえ周 りには平安がなくとも，私たちに

は心の内に平安を見いだす方法を与えられ

ているのです。

今では耳慣れたものになっているか もし

れませんが，年老いた私たちは真直 ぐで狭

い道を歩みつづけることの重要性 について

よく話します。確かに同じようなことを何

度 も何度 も繰 り返 し語 っているのですが，

それはなぜでしょうか。よく考えてみれば

次のことにすぐ気づかれると思います。す

なわち，真直 ぐで狭い道の両側は依然とし

て断崖 であって，危険性は少 しも薄れてい



ないこと，そしてその道 は相変わらず険 し

いということです。

教会の指導者は，皆さんを教えるたびに，

天父のみ前に戻るための新 しくて魅力的な

道を示すことができるわけではあ りません。

道は変わらないのです。 それだからこそ，

同 じことに関して絶 えず励ましを与 え，警

告 を繰 り返さなければならないのです。 あ

る真理が繰 り返 し説かれたからといって，

その重要[生や真実味が薄れる ということは

あ りません。

近代の啓示をひ も解 くと，次の ような聖

句が見当たります。 「神の栄光は英智なり。

すなわち，光明と真理な り。」(教 義と聖約
き よ はなは

93：36)「 浄 き知識 〔は〕……その人を甚だ

大いならしむ……」(教 義 と聖約121：42)，

また次のような聖句もあります。「人僻無智

にして救わるること不可能 なり。」(教 義と

聖約131：6)こ れ らの聖句は非常 に誤 って

理解されています。 多くの若人がその真の

意味を理解しないままに結論 を急 ぎ，準備

もなく道に乗 り出し，道路地図 も持たない

まま車 の流れ に乗 っていくのです。そして
う

ついには失望の憂 き目を味わ っています。

それでは一体 どのような知識に力があり，

またどのような力がその知識か ら生まれて

くるのでしょうか。 この偉大 な真理につい
あ

て分析 してみましょう。正 しい順序を挙げ

れば，神 とその救 いの計画につける知識，

すなわち永遠 の生命 に至 る道を示す知識が

第1で あって，第2が ， これも非常 に大切

な ものですが， この世 のことにつける知識

です。創り主御 自身がこの正 しい順序を定

め られ， その秩序を明 らかにしておられま

す。

「まず神の国と神の義 とを求めなさい。

そうすれば，これ らの ものは，すべて添え
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て 与 え ら れ る で あ ろ う 。」(マ タ イ6：33)

ま た 予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミ ス を 通 し て 主

は 次 の よ う に お っ し ゃ っ て い ま す 。 「こは ，
ゆ い いつ

永遠の生命なり。すなわ ち，唯rの 智恵あ

る真実の神と，その神の遣わしたまいしイエ

ス ・キ リス トを知 ることな り。われは，そ
ゆ え なんじ お

の遣わされたる者 なり。故に，汝らわが律
きて

法 を受 け入るべ し。」(教 義 と聖約132：24)

さて， この現世 の生涯は神 に会う備 えを

しなければならない時期であって，これは

私 たちに課せられた第一の責任です。永遠

にわたって霊 の幕屋 となる肉体をすでに得

ている私 たちは， 自らの肉体 と精神 と霊 と

を訓練 しなければなりません。ですから，

私たちがこの生涯になすべき第一のことは，

自らを完き者 とし， 肉欲 を征服 し，肉体 を

霊に従わせ，すべての弱点を克服 し，他の

人々を指導できるように自分を治め，必要

なすべての儀 式を行 なうことなのです。 そ

してその次 にくるのが，この地 とそれにつ

けるすべての ものを従わせるために備える

ことなのです。

私たちはこの限 られ た生涯の中で神につ

いて学び，自身の行く末を自ら定めます。

次 に， この世の生涯から永遠 にわたって，

この地 とその上にあるすべての ものについ

て学び続け， この世の知識を蓄積 して神の

ようになる一助 とします。神のようになる

ことこそ私たちの行 く末 となるものです。

ペテロとヨハネは， この世の学問に乏し

く，人々からは無学な者 と思われていまし

た。 しか し， 人生 において最 も重要な知識，

すなわち神が生きておられ，十字架にかけ

られた後，復活された主が神 の御子であら

れるという証 をもっていました。 彼らは永

遠の生命に至 る道を理解 していました。 こ

の世 に生 を受 けて，30年 の間にこれらのこ
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とを学んだのです。ふたりにとって昇栄 と

は神のようになることであ り，永遠の子孫

増加を伴う諸 々の世 界の創造 を意味 してい

ました。この創造 を行 なうためには，彼 ら

も幾っか化 学の総合 的 な知 識を必要 とす

ることでしょう。 ここで 多くの人々が見落

としていることがあ ります。すなわち，ペ

テロとヨハネについて考えてみると，霊的

な物事 を学んで実践するための期間はわず

か2，30年 しかありませんでしたが， この

世 の学問，つ まり創造物を対象にした生理

学や動物学，心理学，あるいは地質学 など

を学ぶにあたっては，すでに1900年 もの年

月がふたりに与えられているということで

す。現世では神とその福音について学んで

儀式を行なうことが第一であって，この世

のことについて学ぶのは二義的なことなの

です。 人々か ら無学な者 と思われていたぺ.

テロとヨハネが昇栄を受け継 ぐ者 となった

ゆえんが，ここにあ ります。

非常 に高度な訓練 を受けた科学者で，人

格的にも完成 した人であれば，ひとつの世

界を創造 し，そこに人を住 まわせ ることが
ほ う じゆう

できるか もしれませんが，放縦 な生活 を送

り，悔 い改あることをせず，主を信 じよう

としない人たちはたとえ永遠の世界に行っ

ても， そのような創造者には決してなれな

いでしよう。

この世 の学問は確か に重要なものではあ

りますが， それだけでは決 して人の身と霊

を救い， 日の光栄の王国の扉を開 き，世界

を創造 し， 人を神のようにすることはでき

ません。しか し，永遠の生命への道を理解

している人が，第一の ものを第一 とし，す

べての知識を道具 として，あるいは僕 とし

て使うことができれば， それは最 も役立つ

ものとなるでしょう。
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私は若い頃 に， ミューチュアルのある女

性から非常 に感動的な話を聞 きました。そ

のように感じたのは，彼女の話 し方による

ものと思いますが， もしかしたら会場の雰

囲気によるものであったかもしれ ません。

彼女はまず，聖典 を読んで自分のものとす

ることについて，私たちの心を非常に鼓舞

する話 をしました。それから理路整然 と進

めてきた話 をそこで打 ち切 って，千人程 も

いる私たち聴衆 に向か って次のように質問

しました。「聖書 を初めから終わりまで読 み

通 した人は， この中に何人いらっしゃいま

すか。」

その時，私は14歳 ぐらいであったと思い

ます。罪悪感の混 じった複雑な思いが しだ

いに胸の内にひろがってゆきました。私は

それまで漫画や娯楽小説などけっこう多く

の本を読んではいたのですが，私の良心は

次 の ようにささやくので した。 「スペ ンサ

ー ・キンボール
，おまえはまだあの聖なる

書物 を直接読 んだことはない。 どうしたと

いうことだ。」私は会場の前の方や両わきに

いる人々をお'ずおずと見渡 し， その聖なる

書物 を読 んでいなかったのは私ひ とりかど

うか確かめようとしました。千 人あまりも

の人の内，たった6人 くらいだったで しょ

うが，誇らしげに手 を挙げた人がいました。

私はすっか り打 ちのめされて， 自分の椅子
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に身を沈めました.私 と同じように読んで

いなか った人々のことは頭 にあ りませんで

した。ただ自分 自身を責める気持 ちに駆 ら

れていたのです。私は肩を落 として坐 り込

んだまま，他のだれでもないちっぽけな自

分 自身を責 めていました。 ほかの人が何を

して何 を考えていようと関係あ りませんで

した。 その後の説教は全 く私 の耳に届きま

せんでした。すでにその説教は十分 に効果

を上げていたのです。集会が終わると私は

出口の大 きな二重扉を 目指 して飛び出し，

教会から2ブ ロック程東にある自分の家 に
くや

一目散 に走 って行 きま した。私 は悔 しく

て歯 ぎしりをし，何度 もつぶやいて言いま

した。「やるぞ，やるぞ，きっとやってみせ

るぞ!」

私 は家の勝手 口の方から入 り，灯油ラン

ブの備えてある台所のたなへ行きました。

新 しい切 り口の灯心 に油の十分に入ってい

るものを選び，階段 を登 って屋根裏にある

自分 の部屋 に行 きました。 さっそくその場

で私は聖書を開け，創世記の第1章 第1節

から読み始め ました。 アダムとイヴ，カイ

ンとアベル，エ ノクとノア， そして洪水の

物語からアブラハムのところまで夜中にな

るまで読み、雪・け りました。

もちろん，神につける事柄 を学ぶという ・

ことは， こうしたことよりはるかに難しい

部分 を含んでいるはずです。 すなわち，完
かんいん

全な者 となるということです。姦淫 の罪を

犯さないというだけではなく，そのような
い

忌まわ しい罪に誘 うようなあ らゆる行ない

や思 いも避けなければな りません。復 しゅ

う心 や敵 がい心 を抱 かないというだけでは
ほお

なく，「ほかの頬 を も向け」 「ニマ イル行

き」「下 着 を も上着をも与え」(マ タイ5：

39-41参 照)な ければなりません。友人を
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愛す るだけではなく，敵 を愛し，皆さんに

不正 を行なう人々にさえも愛を示さなけれ

ばな りません。彼 らのために祈 り，真心か

ら愛 さなければならないのです。，これが完

成への道なのです。盗みや強盗 を働かない

というだけではなく，都合のよい理屈をつ

ければいくらで も不正直がまかり通 るよう

な分野で も，思いと行 ないを正 しくしなけ

ればなりません。すなわち誇大 な報告書を

作成する，時間を守 らない，金銭や仕事 を

ごまかす，その他あ らゆるいかがわしい，

あるいは不審な行為 に身をゆだねる，この

ようなことをすべて避けなければならない

のです。 また，木や石や金属でできたもの

を拝 まないというだけでなく，生けるまこ

との神を積極的 に礼拝 しなければなりませ

ん。 これが真直 ぐで狭い道を歩むというこ

となのです。

さて，私はひとつの提案をしたいと思い

ます。それは， 同じ誘惑に遭うたびに， 自

分が行なうことを決めなくて もよいように，

自己を訓練するということです。決心は一

度だけすれば よいのです。

同 じ誘惑 に繰 り返 し苦 しめ られた経験が

ないというのは，何 と素晴らしい祝福でし

ょうか。そのような苦 しみとは時間の浪費

であるばか りでなく，非常に危険な ものな

のです。

愛する若人の皆さん， 人生 において達成

しようとしている積極的 な目標についても，

同じことが言えます。伝道に出るとか，ふ

さわしい生活をして神殿で結婚するといっ

たことは，一度決心すればよいのです。そ

うすれば， こうした目標に伴うその他の決

心は，すべて簡単に行なうことができます。

ところがそうせずに， ことあるごとに再考

を重ねるのは実に危険なことです。 そのた
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びにあいまいな表現を用いるようになれば

誤 りに陥るか もしれません。末 日聖徒 には

行なうべきことと，その他の行 なってはな

らないことがあ ります。早 い時期に正 しい

決心 をするならば，それだけ皆 さんにとっ

て利益となるでしょう。

私は幼 い頃から，お茶， コー ヒー， タバ

コなどを口にしてはいけないという知 恵の

言葉 の話 を聞かされて育ちました。 日曜学

校や初等協会に出席するたびに，ほ とんど

毎回のように他の子供 たちと一緒に元気一

杯 に歌 ったものです。

みめうるわしく 長く生きん と

コーヒー，たばこ，茶 を遠 ざけ，

酒は飲まずに，少しの肉で

強く智恵もてのびん とす

(子供の歌，B-24「 神 の聖徒の」2番)

私 たちはこの歌を何度も何度 も繰 り返し

て歌いました。やがてこの歌は私の口をつ

いて出るようになり，私の愛唱歌のひとつ

となりました。 そして，私の人生設計 に影

響をおよぽしたのです。私は時 々，衆 目の

尊敬 を受けた立派な人から，この歌のよう

に禁 じられたものを決 してとったことがな

い， といった話を聞きました。 そこで私 も

決心 しました。予言者たちが警告 している

これらのものを決 して用いまいと心に決め

たのです。この決心は固 く揺るぎないもの
ひるが

でした。私はこの決心 を翻 えそうと思った

ことも，実際に翻 してしまった こともあり

ません。

1937年 に，私 と妻はヨーロッパ旅行へ出

かけました。 フランスで私はある名だたる

ホテルで開かれた，国際 ロータリーの定期
ばんさん

総会の晩餐会に出席 しました。広々とした

その会場 には何百人もの人々が集まってい
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ます。大勢のウエイターがテーブルの周り

でせわ しげに立 ち働 いています。それ ぞれ

の席には，たくさんの銀製の食器や リンネ

ルのナプキン， あるいは美しい食卓皿が並

べてあって，そのわきにはワイングラスが

7個 置かれています。 だれも私 を見ていま
ひそ

せん。 その時，秘かな誘惑が私 に忍び寄っ

てきました。 ワインを飲んでみたらど

うだ，ほんの少しすすってみるのならよい

だろう。だれ も気づきはしない。私は非常

に大きな誘惑に駆られました。「飲んでみよ

うか， それともよそうか。」

その時，私を思い とどまらせるものがあ

りました。 「しかし，私は少年の頃，

禁 じられたこれ らの ものに決 して手を出す

まいと決心 したのだ。 すでに30年 以上もこ

の決心を断固として守 り続けてきた。今 さ

らこの記録 に背 くわけにはいかない。」

選 り抜きの高貴な霊を持つ若人の皆さん，

このことを忘れてはいけません。「罪悪は決

して幸福 を生じたことはない。」(ア ルマ41

10)不 正 を行なう人々は幸福 を装 い，他

の人々をそそのかして同じような生 き方に

誘い込 もうとするかもしれ ません。皆さん

もおわか りのように，哀れ な入々は仲間を

求めるものだからです。しか し，幸福な罪

人などはどこを捜 してもいないのです。に

もかかわらず善良な人々が彼らをうらやむ

とすれば， それは自らに欠陥があることを

示 しています。

少 し観察 しただけでは，不正 を働 く人々

のほうが， いわゆるうまくやっているよう

に感 じるかもしれ ません し， しばらくの間

は確 かにその通 りであるかもしれません。
さよ む かん

しか し，はなはだしい罪は人に虚無感をも

たらします。そうなると悪人は， 自信を取

り戻すためにさ らに同じような罪を重ね，
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同じ誘惑に繰り返し苦 しめ

られた経験がないというの

は，何と素晴らしい祝福で

しようか。

圧

圧
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[[[[

[[[[

[[[[
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その空虚な気持ちを満たそうとするように

見受けられます。絶望に満ちた生活を観察

してみると， そこには罪が存在 しています。

私 たちはそのような人々を気の毒に思うこ

とはあるか もしれませんが，彼 らをうらや

むとすれば， それは誤 りであ り，私 たちが

未熟な証拠なのです。

私たちは，昔の族長や予言者たちについ

て学び，彼 らが圧力や誘惑，迫害の中で示

した忠実 さを知ることによって，若 き日の

決意 を強めることができます。聖典全体 の

中に，人間の持つほとんどの弱点や強さが

明らかにされてお り，それ に対する報いや

罪 も記録 されています。 そのような書物を

読 むことによって人生を正 しく生きること

を学べなかった人は，確実 に道に迷 ってし

まうことでしょう。主は次のようにおっし

ゃっています。「聖典 を調べなさい。あなた

がたは，聖典 の中に永遠の生命があると思

って調べているが，聖典 は，わたしについ

てあか しをするものである。」(欽 定訳 ヨハ1

ネ5：39〉

私 たちは主御 自身の生涯の中に，自らの

生活の中で伸ばすべきあ らゆる良い資質を

見いだすのです。

どこで もいいですから，聖典 を開けてみ

て下 さい。主が御 自分の教会を見捨てられ

るような箇所を見つけることができるで し

聖徒 の道/1982年6月 号

ようか。主が御 自分 に従 ってくる人々や隣

人，友人，同胞に対 して不誠実な態度をと

られたことを示す聖句があるでしょうか。1

主は忠実で偽 りのない御方であら幽 たでし
よ

ようか。善いものや価値あるもので主が施

されなか ったものがあるでしょうか。 これ

こそ私たちが皆さんにお尋ねすることであ

り，主がすべての夫 に，すべての妻に，す

べての少女に，そしてすべての少年に尋ね

ておられ ることなのです。

さて， 人生設計に役立つ もうひとつの助

言をしましょう。それは，皆 さんの世代に
り

課せ られた特別な責任を果たすために，利

己心 を避けるということです。 多くの人々

が持 っていて，完全 に克服すべき性向のひ

とつ に，利己心があります。皆さんは，若

くて順応性があり，利己心を捨てることも

私欲 におぼれることも可能です。そのよう

な年代にある皆さんが今行なうこどは，す

べて今後 の人生 において，さらには来るべ

き永遠の世において，変わることのない重

大な影響 を与える ものとなるのです。もし，

利己心を克服することがで章れば，皆さん

は とても素晴 らしい妻 となり夫 となり，ま

た素晴 らしい母親 となり父親 となるでしょ

う。 そして，やがて生 まれて くる皆 さんの

子供 たち も，皆 さんが利己心を克服するこ

とによってもたらされる祝福にあずかるの

です。

あらゆる点においてそうであるように，

この点 についても私たちはカルバ リで十字

架におかかりになった救い主に模範 を見い

だすことができます。主は自ら進んで価値

ある尊い業 をなされたのです。 それは， イ

エ ス御 自身がすでに得ておられた不死不滅

の賜を他の人々にもたらすもので した。主

の生涯は献身の最高の模範 でした。

49
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もし，利己心を克服するこ

とができれば，皆さんはと

ても素晴らしい妻となり夫

となるでしょう。

謁FヨFr円Fr円 円 円 円 円 同 臼F司 口F縄

皆さんは，二一ファイ第三書の中で，復

活されたイエスがアメ リカ大陸を訪問され

た場面を覚 えているでしょう。主は子供た

ちを祝福 して，二度にわたって涙 を流され，

次のようにおっしゃいました。「見よ，今わ
あふ

が喜びは満ち溢れたり。」(III二一ファイ17：

20)

真 の幸福 とは，神の王国を築 くというよ

うな正 しい目標， すなわち私 たち個人の欲

得を越 えた大きな 目標に献身することによ

ってのみもたらされます。快楽は 自己中心

的なものに陥 りがちですが，真の幸福には

常に自分以外の人が含まれている ものです。

フランスの宗教史家アー ネス ト・ルナン

は次のように語 っています。「万事は天命を

受けた人々・に味方する。彼 らはいわば天か

らの抑 えきれない衝動 と指示とによって栄

誉に輝くのである。」(丁肋L舵 げヵs郷rイ

エス伝」)

私の友である若人の皆さん，皆さんはこ

れまでの同年代の末 日聖徒 よりもはるかに

よく聖典 に通 じている若き末 日聖徒になる

でしょう。皆さんは生涯かけて聖典を学.ζミ

のです。皆さんは，これまでのどの世代よ

りもさらに献身的に伝道活動を(専 任宣教

師として働 く前 と後を含めて)行 なう青年

になるでしょう。全体的に言 って，皆 さん

50

の

は以前の世代 よりもさらに，福音 を宣べ伝

えることの重要性 を理解 できるでありまし

ょう。

皆 さんは，イエ ス ・キ リス トの福音を恥

とはせず， また同様 に末 日聖徒 イエス ・キ

リスト教会 をも恥 とはしないでしょう。

若い末 日聖徒である皆さんの心が， いま

だかつてない程 の規模で先祖 に向けられる

様子が 目に見えます。皆さんは系図探求 と

神殿参入に対する生来の関心 を育んでいき，

それは皆さんの両親や祖父母が皆 さんと同

じ年頃に抱いてた関心 をはるかにしのぐも

のとなるでしょう。

皆さんは，教会 の若 い男性や若 い女性の

プログラム， 日曜学校，扶助協会，初等協

会，あるいは神権定貝会な どで得た指導者

としての経験 を十分 に生かすことができる

でしょう。そして，世 の中の様々な分野で，

高潔で有能な奉仕 のできる若い青年男女 と
こた

して，思慮深い人々か らの需要 に応えるよ

うになるで しょう。そのような若い末 日聖

徒は， 自分の持つ技術，能力， そして高潔

な人柄を発揮 する と同時に， 自らの信仰を

も実践 してゆくで しょう。

若 い末 日聖徒の皆 さんは，以前の世代に

比較 して，同年齢ではるか に進歩 した証を

もっていると思 います。

愛する若人の皆さん，このことを忘れな

いで下 さい。この世 の王国が揺れ動 く時に

も，神の王国は確固として揺るぎなく立つ

のです。また，この世の智者たちの影響力

が その人の死によって消え失せる時にも，

忠実にまた勇敢 にすべての義務を果たした
し こ う しや

人々の栄光 と進歩は，至高者の権威 と力の

うちに脈々と生き続けます。 このほかに道

はないのです。
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一
どもの爵崩は,占 券のまわりの

子 せ かい

世界のことについて,い ろいろ
はっけん し き

な発見をするすばらしい時期です。ま
あ あ

た,こ れから出会うたくさんのチャレ

ンジに薦えるために,こ の直馨を箔め

る釜しい襟前を,お 養さんやお苗さん

からおそわる蒔角でもあります。

藪い釜から彗えられた叢も矢莇なチ

ャレンジのひとつに,ほ かの矢を藪い

圭のみもとに蓮れていくことがありま

す。紘たちの菱する事讐暑,ス ペンサ

ー･W･キ ンボール失誉震は
,す べて

の箋の喜に,り っぱな螢籔命になれる

よう攣倫しなさいとおっしゃっていま

す。笑ぜいの舅の壽や安の喜が,ど う

すれば圭イエス･キ リストの螢籔前に
かんか とう

なれるのかと考えています。お父さん

やお苗さん,挿 権指導暑たちも,そ の

ことについていろいろと籔えてくれる

でしょう。でも,叢 盛には占秀で蓉え
だ

を出さなければなりません。それは,

あなたの彗の行ないが,轡 縫になって

いくからです。良い行ないをしていれ

ば良い轡積が勇につき,慧 い行ないを

していると慧い轡横が倉につきます。
しゆうかん

そして,そ の習慣がみなひとつとなっ

て又繕が疾まります。あなたの呆稽は,

あなたが圭の教えにしたがうかどうか

によって,決 まってくるのです。

キリストのような又繕を藁くための

失莇な襟動を,籔 えてあげましょう。
げんそく しゅ

この原則にしたがえば,あ なたは主の

いましめにしたがうことができ,萱 籔

飾になるのに颯曼な,良 い轡積を1翁に

つけることができるでしょう。この崖

負1は,籔義と塑緬60峯13酪の串に善か

れています。この塑向を憩い由すには,

芯の革で自ざまし蒔嵜を憩い痔かべる

とよいでしょう。

もし,自 ざまし蒔嵜が,蒔 簡遙りに
な

鳴らなかったり,こ われていたりした

らどうなるでしょうか。そうですね。
か っ こ う しゆうカしもモ

学校やバスや,集 会 におくれるかもし

れません。そしてそのために,す まな

いという吏痔ぢになったり,し ょんぽ

りしたりすることがあるかもしれませ一
52
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あつ

は,や ぎたちが集まっていました。も
ところ なんとう

うちょっとはなれた所には,何 頭もの

らくだがむれをつくっていました。

ハルーンがなつかしい豪のことを署

えていたとき,ハ ールンの鎭の昂に,
だいとうりよう

シアド･バ ーレ大統領のことばがうか

んできました。ソマリヤでは,薪 しく

疾められた支学を,み んなが論み善き
はじうん どう

できるようにしようという運動が,始
だいとうりよう うんどう

められていました。大統領はその運動

に協労して,ソ マリアの醤彪へ合くこ

とになっていた學笙たちに,こ うきっ

たのです。｢如 っている箸は籔え,i由

らない箸は學ぽう。｣

ハルーンも,踏 めは遊戦罠たちに,

論み善きを籔えたいと,は りきってい

たのです。
くに ご

この国には,も ともとソマリヤ語と
はな

いう話しことばがあったのですが,そ

れを善き蓑わすための支学はありませ

んでした。ところが1972挙に,ソ マリ

ヤ藷のための支孚が楚められたのです。

それでもハルーンにとっては,ソ マ

リヤ藷の論み善きは,ち よっとかって

がちがいました。箭は,塞 を論むとき
がい こく ご

はいつも外国語のものばかりだったか

らです。

ハルーンは,ま だ4さ いのときから

學稜に行き嬉め,コ ーランというイス

ラム籔の塑糞を蒐罎しました。籔塁で,

みんなといっしょに,ア ラビア語でコ

ーランのことばに飾をつけて義まされ

56

に もつ つ ま ち

▼らくだのせに荷物 を積もうとしている町
き おヒこ こ

か ら来た男の子

聾
い み

ましたが,意 味はさっぱりわかりませ

んで した。

黄藷は,7さ いのときから警い婚め

ました。

いろいろな矢が,ソ マリア藷を毒き

蓑わす支卓を搾ろうとしましたが,う

まくいかす,よ うやくそれができたの
ねん

は1972年 になってからです。

ハルーンは,i巽藷と筒じ支学で,ソ

マリア誌を善くようになるというニュ

ースを宍]らされたときの,あ の鰯の嵩

嶋りを慧れることができませんでした。

その発袋を法えるために,薙 行機から

曲串にチラシがまかれました。
くよっ び よう け つ

発表があってから3カ 月たったとき,

戯府の善詑螢として薗いていたお養さ

んが,｢養 さん,莱 適薪しい支孚の義

み善きのしけんがあるんだ。ネ誉かく
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で,こ の矢たちから學ぼうという吏持

ちが,ち っともなかったんだ。｣そして

邑の箪で,｢如 っている箸は籔え,知

らない箸は學ぽう｣と いう失競嶺のこ
かえ

とばを,し すかに,く り返してみまし

た。

その授,蔀 籏の柴たちは,た き災を
らよう むかし

かこんで,し 。ゆう長から昔のソマリヤ

の黄羅たちの輔舘を曲いていました。
き

ハルーンも聞いていましたが,そ れは
はなし はな し

とても,お もしろい話で した。｢この話

は,善 きとめておかないと,い けないJ

と,ハ ルーンは憩いました。しかし,

その茨の白1ま塁離 が晦1
､,熱碑

ければならながうたので,勉 強会の時

簡もなければ,き のうの穫の舘を善く

ひまも,あ りませんでした。

ハルーンは,蔀 籏の矢たちの手つだ

いを,蓬 んでしました。そして,薪 し
ば しよ つ

い場所に着いたころには,す っかりみ

んなと,な かよくなっていました。た

だ熱が由てきて,吏 券が慧くなったの

ですが,そ れでも,よ わねは,は きま
ちよう

せんでした。しゅう長のアブジは,ハ

ルーンの疑受のことを商くと,と ても

芯観し,蔀 崖のわかものに,ii乏量を敢
ちよう

りにやらせました。 しゅう長は,ハ ル

ーンに言いました。｢お とっつあんの

餅に,嬬 ったほうがいいそ。箇のもん
せいかつ

には,き つすぎるんだよ,こ この生活

は。｣

でもハルーンは,論 み会きを籔えた

58

いというだけでなく,蔀 籏の矢たちか

ら華びたいという吏痔ちがあり,薦 る

つもりは,あ りませんでした。疑吏が
あと いっしよう

なおった後も,ハ ルーンは,一 生けん

めい,蔀 巌の矢たちの笙箔のしかたを,
し ちよう

知ろうとしました。しゅう長は,ハ ル

ーンのそのすがたを貞て,荷 ズかの箸

に,論 み善きの蒐盗釜に由るようにと,
めいれい

命令 しました。

そして,ア カシアの笑きな未の筆に,

たくさんの壽換たちが葉まるようにな

りました。

曲の學稜とは笑ちがいです。蕪ばん

は,木 にぶらさげるだけです。その上,

ほこりっぽい塑会にまじって,ら くだ

の,も のすごいにおいがただよってく

るのです。

箪には,ほ かの笙1是に籔えるくらい
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新たに4つの神殿

大管長会は,3月31日 付 て新たに4つ の

神殿 を建設する計画を発表 した。場所は,
タ イ ヘ イ

南米エクア トルのグアヤキル,台 湾の台北,

米 国アイダホ州のホイシ,コ ロラ ド州のデ

ンバーである。 これ らは3年 以内に完成の

予定。現在使用されている19の 神殿に今回

発表されたものと建設中のものを加 えると,

神 殿総数は41に なる。

ポーランド語とヘブライ語の

モルモン経,出版される

このたび,新 たにポーラン ト語 とヘブラ

イ語のモルモ ン経か翻訳,出 版された。教

会翻訳部新開発言語部門(E窺6㎎ 耀gLα η

g媚g6)担 当スーパーハイザーのローウェル･

ヒシ ョップ兄弟 によると,モ ルモン経は,

今 回の2力 国語 を加 えて51の 言語に全訳ま

たは抄訳されたことになる。 なお,こ のほ

かに30力 国語の翻訳が現在進め られている。

ポーラン ド語への翻訳は,1名 の専任翻

訳者 と8名 の協力者 により7年 の歳 月を費

やして完成した。初版の3,000部 は,シ カ

コをはじめ合衆国内のポーラン ド語 を母国

語 とする人々に対 し,宣 教師が レッスンを

行なう時に用い られる。ポーラン ド語はプ

ロポの宣教師訓練セ ンター(MTC)で も,

外国語のひとっに取 り上げられている。

60
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團囚囮

囲圖圏圖國圏

團圖囹[9團 団

吉沢敏朗,ミ ドリ

伝道部長夫妻

この6月 に伝道部長としての3年 の任期

を終える5人(堀 田徹伝道部長一日本札幌

伝道部,マ イケル･A･〔 コパーツ伝道部長

一日本:東京北伝道部,相 良健一伝道部長一

日本名古屋伝道部,岡 本亮伝道部長一日本

岡山伝道部,ロ イ･1･津 谷伝道部長一日

本福岡伝道部)に 代わる新しい5人 の伝道

部長が大管長会によって発表された。7月

/Eヨから以下の新伝道部長が着任すること

になる。

吉沢伝道部長(60歳)夫 妻は,結 婚2年

後の1953年6月7日 にそろって改宗 した。

吉沢部長は伝道部長 に召されるまで,支 部

長,地 方部長,副 伝道部長,そ して福岡ス

テーキ部のステーキ部長 を歴任 した。

また吉沢部長は九州帝国大学(現 九州大

学)を 卒業。伝道部長 の召 しを受け るまで,

九 州電気建設工事株式会社の技術開発担当

部長を務めていた。

ミ ドリ姉妹はハワイのマウイ島出身であ

る。彼女も支部,地 方部,伝 道部の扶助協

会会長や副会長 を歴任 しており,福 岡ワー

ド部の日曜学校教師 として働いてきた。3

人の子供に恵まれている。

任地は 日本岡山伝道部。
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デビッド･H･保 喜,フ ミコ･

保 喜 伝 道 部 長 夫 妻

ラリー･F･オ グデン,ジ ュディス･

K･オ グデ ン伝道 部長夫妻

保喜伝道部長(49歳)は,1956年5月6

日にテキサス州ウェスラコで改宗。それ以

来,支 部書記,監 督を歴任し,今 回伝道部

長 として召されるまでは,テ キサス州のマ

ックア レンステーキ部で高等評議員の責任

を果たしてきた。 と同時に農業経営者 とし

て26年 間,冬 野菜の生産に励んできた。

また保喜伝道部長 は,死 別 した前夫人と

の間に6人,現 在のフ ミコ姉妹 との間 に3

人の合計9人 の子供 の父親でもある。

フ ミコ姉妹は,福 岡の出身であ り,ス テ

ーキ部のホームメーキ ングの リーダーとし

て活躍 し,ま たワー ド部 の図書委員と扶助

協会の教師を兼任していた。

任地は 日本札幌伝道部。

オグデン伝道部長(40歳)は ユタ州 オグ

デンの出身。ブリガム･ヤ ング大学を卒業

後,ユ タ大学博士課程において法律学 を専

攻 し,そ の後弁護士 となった。

これまでに,ワ ー ド部書記,日 曜学校教

師,神 権定員会の教師,そ して二度 にわた

る監督の召しを歴任。1961-1964年 には,

専 任宣教師として 日本で伝道 した経験を持

っている。 また,伝 道部長に召されるまで

は,ウ イッティア･カ リフォルニア･ス テ

ーキ部でセ ミナ リーの教師としての責任 に

あ った。

ジュデ ィス姉妹はカリフォルニア出身。

若い女性会長,若 い女性および扶助協会の教

師などの責任を果たしてきた。子供は4人 。

任地は 日本東京北伝道部。
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信仰:生1活70年 の実 リ

教会歴最年長,

長尾栄姉妹(89歳)

長尾栄姉妹 は89歳 。信仰生活70年 。
れいめい

日本の伝道の黎明期に改宗 して以来,.

夫の改宗と家族の結び固めを長い間

待ち望んでいたが,つ いに念願がか

なって今年の3月 に東京神殿で永遠

の結び固めを受けた。

去 る3月19日,東 京神殿 にお いて,東

京ステーキ部 第3ワ ー ド部 の長 尾栄姉妹

は,夫 の芳男兄弟 と永遠の結び固めを受け

た。共 に89歳 の高齢である。特 に長尾姉妹

は現在,日 本の教会員の中では一番長 い教

会歴の持 ち主である。1901年 に 日本での伝

道が開始 されてほどなくして,母 親 と教会

に集 うようになった。モルモン経を初めて

日本語に翻訳したアルマ･0･テ イ ラー長

老の下で福音を学んだという。

｢あ の頃は 日本語 になっていた ものは何

68

もなく,そ れでテイラー長老が苦労 してモ

ルモン経を翻訳されたんです よ。宣教師 も

今みたいに日本語をアメリカで学んでくる

ことができないので,本 当に苦労されてい
ちにうち ん

ま した。提灯を下げ.て街頭伝道 をしたり,

演説を したりしていました｣と,当 時 をな

っか しく回想する.。

長尾姉妹は,非 教会員の兄弟 と結婚 し,

旧満州 に渡ったこともあって一時教会に集

えないこともあったが,戦 後,伝 道が再開

された時 には,い ちはやく教会に再び集 う

ようにな った。その後,活 発に教会活動 を

続けたが,愛 する夫 と永遠に連れ添いたい

との想いは一時も彼女の胸を離れることが

なか.った。

そんな彼女の祈 りが応えられる時がつ い

に.やってきた。夫の芳男兄弟は一昨年の11

月 にバプテスマを受 け,翌 年長老 に聖任さ

れう。そして,ふ たりそろって念願の神殿

参入の 日を迎 えるのである。

当日.,東 京神殿において,古 くからの友

人である渡部正雄兄弟姉妹,柳 田藤吉兄弟

姉妹,佐 藤龍猪兄弟 ら多くの方々から祝福

の言葉を受け,柳 田兄弟の司式によって永

遠の結び固めを受 けた。.証人として立ち会

った渡部兄弟は,｢こ れは本当に東京神殿が

この地 に建て られたことによるひとつの祝

福ですね｣と 喜 びの言葉を添 えていた。

｢本 当に長い間待って良か ったと思いま

す。主人と永遠 に結ばれて,と ても幸せで

す。何 も思い残すことはありません。｣そ う

語る長尾姉妹の目に光るものがあった。(レ

ポーター:東 京ステーキ部東京第3ワ ー ド

部,武 井進)
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｢聖徒の道｣の 不思議な力 大管長の生涯に学ぶ

は4年 前にバプテスマを受けました。そ

私 れから数週間後,日 曜学校で予言者の言
葉に従うというテーマの レッスンで,｢聖 徒 の

道｣を 予約するようにチャレンジされました。

予言者の言葉がどういうものか知 りたくて予約

しました。その頃は,｢聖 徒の道｣の 持 っ価値

をよく理解していなかったので,大 管長メッセ

ージとローカルニュースだけ見て
,本 箱にしま

ってしまいました。時には表紙だけ見て本箱に

……という有り様でした
。どちらかと言うと本

を読むのが好きな方ではなかったのです。

1年 程たち,通 勤の20分 間に本でも読もうか

と思い,｢聖 徒の道｣を 読み始めました。そして

｢聖徒の道｣の 不思議な力を感じました
。聖典

と同じように胸が熱くなり,涙 が流れ,何 か自

分をぐいぐい引き込んでいくような力を感じる

のです。｢聖 徒の道｣に も神様のみ言葉が書か

れていることがわかりました。それからは,今

までの1年 分の｢聖 徒の道｣を 読みあさり,次

の号が楽しみになりました。また,教 会の他の

出版物も読みたくなりました。

｢聖徒の道｣を 読んで
,予 言者,指 導者に従

うことの大切さを知 りました。｢聖 徒の道｣は

神様のみもとへ行くための道路標識だと思いま

す。標識に従って行けば,必 ず目標地へ安全に

行けると信じています。(東 京北 ステーキ部東

京第2ワ ー ド部･配 島美枝子･26歳)

歳 と言 え ば,ほ とん ど の 人 は現 役 を退

86 いているのでしょうが,キ ンボール大
管長の生活ぶりを｢聖 徒の道｣(4月 号｢予 言者

の生涯に学ぶ｣)で 読んだ時,本 当に驚くと同時

にまさに生ける神の予言者であるという気持ち

を強くすることができました。病気や手術など

の試練を何度も克服し,現 代のヨブと言われる

大管長が机の上に｢実 行｣と いう標語を掲げ,

全身全霊を込めて主の業に働いて下さっている

のです。まさに神の業の模範を見る思いです。

どんなに忙しくても,助 けが必要な人を忘れな

い大管長,熱 があってもそれに耐え,私 たち一

人一人に心を配りながら集会を管理して下さる

大管長,｢私 にその山地 を下 さい｣と 言われた

大管長。

大管長の年齢の3分 の1.程 の私が,疲 れたと

か忙しいなどの理由で教会の責任や神権者とし

ての義務を怠ったり,遅 らせたりすることはと

てもできないと強く思いました。

大管長が話された｢私 は死を恐れません。私

が恐れることは救い主にお会いした時 『もっと

よくできたのに』と言われることです｣と いう

言葉をよくかみしめ,こ れからもっともっと教

会員として忠実に責任を果たせるよう,全 力を

尽くして頑張ってゆきたいと思っています。

(東京西ステよキ部甲府ワー ド部･萩 原彰･33歳)
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